
.. 

秋田県文化財調査報告書第114集

此掛沢 11 遺跡

上の山 11 遺跡

発掘調査 報 告 書

枝
容
ポ

1984.3 

テ 秋田県教育委員会



秋田県の北部を流れる米代川の下流には広大な台地が発達し、

人の残した数多くの遺跡が所在しております。

林水産省東北農政局では、未利用地の多いこの台地に対して、

昭和51年度から関市等を目的とした国営能代開拓建設事業を実施し

てまいりました。この本年度事業区域内に此掛沢立遺跡と上の LIJrr 

跡が所在するため、秋田県教育委員会は文化財保護の立場から

林水産省東北農政局と協議を重ね、工法等で対応できない地域につ

いて事前に記録保存のための発掘調査を実施いたしました。

その結果、此掛沢宜遺跡、からは本県で発見例の少ない!日石器時代

の石器が出土し、上の山荘遺跡からは多数の平安時代の竪穴住居跡、

土師器、須恵器と鉄刀などが検出されました。

本報告書はこの調査成果を集録したものであり、能代地方の歴

研究や埋蔵文化財の保護活動の資料として御活用いただければ幸い

です。

後にこの調査に翻協力いた

秋田県能代土地
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{系二各位iζ 厚く御ネしを し上げます。
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此掛沢 II 遺跡

(略称 3KKZII) 



第 1図遺跡周辺地形図 e ( 1.此掛j尺立遺跡、 2.上の山立遺跡)



j第 1 はじめに

l童はじめ

1節発掘調査に王るまで

此掛沢II• J:.のLLIII両遺跡の発掘調査は、東北農政局の能代開拓建設事業lζ係る

る。当事業は、米代川右岸、左岸の111林、畑地を対象とする

り、対象地域は能代市、峰浜村ー、山本町、八竜町‘の 4市町村にわたり、その面積は3，671halζ

およぶ。

今回、発掘調査の対象となった両遺跡は、昭和56年11月 範囲確認調

査を実施し、此掛沢立遺跡が48，400rrf、上のLLIII遺跡が131，000rrf におよぶ広大な遺跡、である

事が確認された。このうち、工法等で対応不可能な削土部分がそれぞれ破壊されるため、記録

目的lζ発掘調査する事になったものである。

第 2節調査 の 組 織 と 構 成

此掛沢E遺跡

遺跡所在地能 代 市 浅 内 掛 沢119番it!.l他

調査期間 IIHfD58年 8月29日---11月1L1日

調査対象菌穣 2，430 rrf 

調査面積 1，682rrf 

上の出 E遺跡

遺跡所在地 能代市浅内宇一上のiJ_J138番地他

諦査期開昭和田年10月 13 日 ~12月 3 日

調査対象面積 3，300 m2 

調査面 2.645 rrf 

柴出[場一 1火i土i県出j故文化財センター

謡査議{左員 11一郎 岸dU 三11[1.ミ降儀

武田 牧野弥WJ 原E1l政五郎原i刀太到:平JlI哲夫

Jli義雄平J11惣平JlIE己佐平川勝己平)11富雄平I1
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此掛沢H

30mの

j分、北緯40度 9分で、

る。この台地は米代川 く る

4.5 km、

、沢目 lこょっ

られ、意外に起伏の認められる台地である。

遺跡周辺は北と東が沢にのぞみ、 i有iこ緩傾斜する地形で、現況は畑地となっている。四の日

とはi自国道を隔てて 3kmの距離にある口

上の山 E遺跡は此掛沢立遺跡と農道をl塙てて隣接する遺跡で、現況は畑地、杉、松林で、調

立 らi有に500m Iま と畑地の部分である。

2 的 (第 1I翠)
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した はじめとして、昭和日 2点、昨年調査された八

している。本格的lこ

れたのは今回の此掛沢E遺跡が初めてである。

時代になると、前期の集落である杉沢台遺跡(国指定史跡)をはじめとして遺跡数

は増加する。本遺跡周辺の縄文時代の遺跡を見てみると、前期の落合貝塚(16)、
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llttH沢II遺跡

なると遺跡は増加する。米代)1 !I 遺跡、 る百足

遺跡(4 )やムサ台遺跡(5 )がある口米代)11右昌さではト野E

トドメキ遺跡(13)などその数は多い。

中世に入ると能f-t.山本地方に勢力を誇った桧111安東氏の居城とし

(12)、

あでの
i
h
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り、金山館 (10)、トドメキ館 (11)は桧山安東氏

される。

3節此掛沢耳@上の山 E 跡付近の地形@地質

地形@地質概要

両遺跡は能代平野の南部地域に発達する段丘上にある。

能代平野は南北に長く、東方向でややせばまった三角形状を呈し、西縁には海岸砂丘列が、

その東側l乙広い沖積地があり市街地や水田となっている。他の部分は段丘が広く分布している。

砂丘は能代砂丘とよばれ、諸性質から北部、中央部、南部lこ分類されている(工藤1982)。

調査地域lζ分布する砂丘は能代砂丘南部の一部分であり、ここでみられる砂丘の最高高度は、

53.7 mと高い値を示めす。 砂丘内部iこは腐植土層が l枚挟まれており藤 (1975)のいう

砂丘lこ相当する。

能代砂丘の内陸部には沖積平地が広がるが、米代川以南においては、砂丘ヂIjと平行に湖沼が

し、北から赤沼 e 小沼@浅内沼と続き、やがて八郎潟でその分布は終る。

東南部には数段の段丘が分荷し、これは能代平野南部の大方をしめる。これらの段丘の一部

は南能代断層とよばれる南北万向に走る活断層によって断ち切られている。段丘堆積物の基盤

は主として船)II}冒より成る。そして、両者の不整合面は凹凸がはげしく、また某幣の斜面には

おびただしし される。

米代J11左岸では、現海岸線なら

川沿いに米代JII段丘群の低位段丘がわずか
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Jlt:tl十沢II逃滋、
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ことなどから、このJ~ は風成砂が腐植土化したものと考えられる。

さは約20cmである口その下位にはA2があり、色も前者lこ比較

。この層の上部lこ苫小牧火山灰が濃集している。但し、いずれもしてやや明るい
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屈折率 1.513 J .520 
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It出火lI，l!跡

」一ーーーー_，
第 61lBl SI10 竪穴住居跡覆土上面の

火山灰中の火山ガラス

{立ケール 0.2幽}

織に一次的堆積似を失む今ていく体質があるζと

や、火110:kの純子がお半身生物による移動で ド万よ

りも上)jlζ移動しやすL、性質があるζと (町田、

他 l袋l3)、さらに吋阪は夙成妙であることを加味

すると、 ;g小牧火山灰の二次~紛糾と考えるζ と

ができる。

み色土上のよ20cmのところにもうーつのピーク

が泌めらね、ζ:nlま}凶序的ICS 110の火山唯肢の

炉i準と合致することから、この時期jIζ;s小牧火山

氏が降 ドLたものと忠われる

JJ¥色1:.11";にはほとんど火山力'ラスI;J.，i:'dめられなか勺たが、<11¥色土ι立大官事付近Iζ、FJ小牧火lJJ 

J;i(中の火111力'ラスと持t，iるJ割引火111ガラスがわずかに必められた。 (葺15凶}

(文献}

ギ111次郎、市川賢一(1鋪(;) I0001i'rj，jのゾラス洪水ーープ芸術された!-ifl[U湖伝説 一 、地質

ニ a ース、140、10 2&， 

藤 1{刊紙 (1975)It険ωiftfl'，l妙!i、!11P4紀研究、?j¥1;1.(1; .冒14.~~ 、 H)5-220の

活断kdj研究会 (1980) 8'"の活断併 ・分布凶と資料、!l!応大 r:Hi販会‘9 15. 99。

う/)111知♂1:• ~説本本l:1I; ・ 怨 敵将 'H災.(1(・ 11981) 能代、('.釣fl宇j器iの地質と地形の教材化、p};

1+1 地当~N~32、 5 -120 

潟jI~IMF吋体研究グルーヲ ( 11.1 5) (1982) 能代宇野1判部の段任地彩ならびに01'・_I:部 更新

統、 、十氷点総母f'rX11Iγ ンホジヴム討治資料袋、190

.[1様災J時(1982) 砂丘の数料化 能代砂.fiを中心として 、秋田以数台セ ンヂー .rxlll 

保特f半数fciセンタ ー1i)f'1'ër.~袋、 治 1 3~品、 5g 68‘ 

~.II!9，Ij!J間体申f究グルーフ(198:!) リl!化、I'~北東南I~凶地域における~W耳析、 It!l!車科学37 2 

69 80。

田/11] 体 ・ 新Jt./Jj)~ (IS栂3) 広域テヲラと ~ .Ij" t、 滋州事己研究、 iH22Q . 首\ 3 り、 1 33 148 

8 



第 3主主 発錨調査の概婆

円

J第 調査む概要

第 l節遺跡の概観

此掛沢百遺跡は昭和56年11月に範囲確認調査が行われた。その面積は48，400mである。

本遺跡は米代JlI左岸lこ展開する広大な台地上の北縁にある。 北方には沖積地が広がり、その

比高差は約20mでミある。南方は台地が続き、その間にいくつかの小谷が形r作られ、分断されて

いる。遺跡周辺の現況は畑地で一部は原野となっており、意外と起伏がある。

今回の調査対象区は熔地及び原野であるが、北から南西にわずかに傾斜している。西側の原

野を除く畑地部分は昭和49年の関田の際lζ重機により削平され、その盛土は、南端で100crn、

東端で、60----70crnで=ある。北端から斜面にかけては 2m以上ーの感士があり、削平されていると考

えられたため、調査の対象外とした(第 7図参照)。

遺跡の基本属位(第14図参照)は以下の通りである。

第 Ia層黒色士で摩さ20----25crn。

第 Ib層 黒褐色土で厚さ1O~20crno 一重機による削平後の耕作土

第 Ic層 黒褐色土で厚さ20--100crn。一重機による盛土-

第豆層 黒褐色土で、厚さ20---25crn。第 Ia層より思い。 縄文時代 e 弥生時代号平安時代

の遺物包含層一

第盟層 日月褐色火山灰土で厚さ30crn。炭化物粒子を 1箔位含み、大変に回い口一!日石器時

代の遺物包含層一 (調査区の西側を除き、この層の上面が削平されている。)

第百層 明褐色火山灰土で厚さ60----100crn。第彊麗より密く、砂粒が多量に混入。 旧

器時代の造物包含層(上部)一

第 2節調査の方法

グリッドの設定にあたっては、 ほぼ中央部 (M50)を取り、これか

ら磁JUこ合わせた南北基線車)とこれlζ直交する東西基線 (X軸)を求めた。南北方向に

は4m毎lζ二桁の算用数字、東西方向には 4m毎iとア jレファベット一文字を付し、その組み合

でグリッドを呼称した。つまり、 M50から南ICM49.M48…、北iCM51• M52・一、東にL50.

K50・一、自にN50.050・・-となる。 4mx4mのグリッドの呼称はそのグリッド南東隅の交点

ハワ



此tl十沢E遺跡、

の座標名とした。

3節調査の経過

調査期間は昭和58年 8月298~11月 14 日までの、約 2 ヶ月半にわたった。尚、調査にさきだ

ち業者委託による除土昼抜根、グリッド杭打設を行った。

8月29日、プレハブが3棟建ち、内外の整備をする。此掛沢H遺跡の下刈り開始。 9月 1日、

に対し、調査の白的等や諸連絡について説明する。 7日、東側の畑地から粗掘開始。 10

日、 SKI 01を投出。県埋蔵文北財センター 太郎所長来跡、 16日、 SK1 03， SK03精

査開始、 26日、 SB10、S1 11を検出。 28日、範囲確認調査でi日石器が出土した地点 (J49、

K49グリッド)付近の火山灰土の掘り下げ開始。 10月6日、遺構全体の写真擁影。農繁期に入

り作業員4欠席が多く、調査に遅れがめだっ。

10月 78、!日石器を本格的に掘り始める。ブレイク、チップが主だが石核も出土。 11日、

埋蔵文化財センタ一橋本高史文化財e主事、阿部義行、富山圭両補作員調査に参加。 13日、上の

山立遺跡の調査に橋本、阿部、畠山が入り、二子l乙分かれる。!日石器の出土範囲はSK1 01の

北を中心lζ出土する事が判明した口その為、北、南、西lζ トレンチを設定し、範囲を把む事に

した。 11月 1日、土層観察の為、 R48グリッドの深掘りを行う。八森町立観海小学校教諭工藤

英美氏来跡。 10日、 i日石器の出土量が今までよりかなり減ってきた。 14円、!日石器の出土範囲

およびレペリン

ない、

了した口

55 

55 

54 

53 

52 

日l 

50 

49 

48 

第 7図 此掛;尺H遺跡遺構配置図

10 
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代の遺物

1 出土遺物

此掛沢H遺跡の昭和58年度調査では、

ローム土を中心lこして1，700点、

る。これらの(石器群)は、平面的には

たものであるが

まとまりのものでミある

口ーム

1， 750点が出土してい

には約70cmの厚さから出土し

石器群の組成、視覚的認識などから

した石器はナイフ形七器、彫刻万形石

縦長剥片、石枝、剥片、チップなどで、局

としている。と争IJJ干のほとんど得られていなし

① ナイフ形石器(第11図 1~11、第27図 147)

ナイフ%~=]器は58年度の調査で11点( 1 ~10、第 27図 147) 、 57年度の範囲硲認調査で l 点

( 1 1)出土している。これらのナイフ形石器の特徴は、@素材は全て石刃か不定形剥片で、

先端部の尖るものと、 '11記のあるものとがある。@先端部にはわずかながら平担面が残っていた

り母岩から分割された!擦の剥離面や、

の残っているものが多く、器の全長がその

さと考えられるものが多い。の

きく残し、基部両側i去に主要剥自If面

32，OOOm-
Ib 
IC' 

E 

から*BIかいプランティングを 1~ cm (7の
IV 

みは3.5cmと長い) 「
ノ 断

31，OOOm-

カマポコ る。可1WJ

、r1，.-，.、
1ぷ 1レリフり、

3コヂ
1;{ 
零}

30，OOOm-
ら得ら

27~ lL17) をi添いては、
第19密こと層摸式霞

1J"し〉

されていない。従ヮて1117を除いたナイフ
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どこ〉
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jlU埜沢1I:iJJ:跡

され7ここ まれたものと られる。

此樹、j尺H されるが、

ざ〈ヨ口

Z 鎧(第 11図 1~5 、 11第27区1147)

先端が尖るものである。先端部のどちらか

あるもの(5、11)がある。 4は先端が折れている

豆類(第11図 6、 7 ) 

先端部がi福のあるものである。先端に細部加工のないもの(6 )とあるもの(7 )がある口

ないもの(1 ~ 3、147) と、

入るものと思われる。

車類(第11図 8~10) 

どがあり幅広になっているものである。

② 彫刻刃形石器(第29図172)

1 る。 lζ剥取ったと思われる られた縦

として、先端から斜位に i回の加撃のみで彫刻j万面を作出したものである口

③ 五刃(第11図12、第12図13---19)

此掛沢五遺跡にあっては、調査区内で剥片剥離作業を行ったと考えられる母岩及び、その母

ら得られた剥片が総出土石器数の主体をおめる。このためチップ等の縮かい剥片を除いて

はある程度母岩を特定できる口 1手岩毎の接合作業を行い、それによって剥片剥離技術を復涼し

てみたところ、 16の母岩のうち明らかに石刃

2諦溜だけである(表 l参照)。従っ

られたものだけである。しかしながら、

刃を得ていると認められる母:

と主主め得るのはこ

きない縦長の剥片はこれを

吋ζ迷うところであるつここでは母岩を特定できない縦長の剥片の中で:石

刃としての諸要素をjiiJjしているものを硬直:上石刃として扱った。

8 点ある。この中で、 14~17は母:岩@、@、@、@、@、などから得られた争Jj片と色調など

が似ているが、 12、13、問、 19はナイフ形石器の大部分と同様に、母岩がなく確実に持ち込ま

れたものである。 19は打面が折り取ら仇ており、先端部は雨{!~肋ユらのプランティングによって

っている。

(，f) 121可20

が 1点出土している。

自

る長さは8.3cIII、 I11詰5.5cIII、厚さ 2.0cmて、

を全局から J][!撃し
重さは97

弘、 15図j

、 172点 H~l 1--している。 出jは、v犯で、多くは

Cハ
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している。しかしなが には限ら

ず、第20図86のように右→左のものもあり、こ

は第14[云j42、、第lS[三こも兄られる

点)と

してし 135 0 に集中しており、

._，，!..- ---=-_l …七円訟 で i"石>;'1"
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図、 器は、を特定できなし=ものの一きちであるが、太部
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F十」

"巳 j、-. らられjこらむとわれ 14f河は二次りU-1のあるもの、

第15図はそれのないものである。
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2 尽冒と

勺たと忠われる 確認されている口その

うち、fJ月ら る。

どが得

られている。そ

額

簸

堕類

によって16個の母:岩は 5 O
 

¥
、
s
Jノ

ーーム

器だけを得ている

と

@、

・..・0、

6 剛・・

を得ている

。
③、@

V類米

また、

ると、その

..⑤ 

mの円内から出ーとしているが、その平面分布を見

49グリッドと、 J 49グリッドの 2ケ所を中J仁、lとしているこ

とがわかる。 16{[iii]の母岩とその剥片の分布状況をこ 目して見ると、 ①、

48 49グリッド、 (む、 @、砲、@、@はJ 49グリッド @
 

している。このことから誼ち 九については

一_L.吋て、ムι ，、ムミ
よ入/....( 1..一三三 t弘、‘ 1)-'、 くとも、 J 49グリッド され，たことが

わかる。 なお、

類

ントーンは打面 している。

16、17[盟)

16crn 1O.5crn lOcrn以上の大きさ 、 48 49グリッドを中心に分布する口自然面

る石核は 3個でこのうちの 2個、

から石刃を剥取る

出を行っている。得られている石刃

る。

171~167 入 C (69) B (68) 

でも .5crn、 5 6 

の剥離)1聞を，......で示しているむ

f第18、 191叉I

し り られた 4 と2つの片

る。臼 色，......!とぶし む

円ぷ

i
し

一隅の自

として自

い七対 ているが、 " 

ヤテh
ソ

一
一
/

7'/ 
る/J、さな手lj
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口， 

討ている。しかしながらこ
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11:1 ~こは:米

cm二 10cm cmfl， ド-]J求そ討するほと!己われ、日

呈する。 J 49グリッド任中心lこし し小

2l 

有~戸羽の結果

土L
L弓Jド ~t二ヨ
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器となるようなものは

も合め 認されて
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いる G る 5個であるが、推定される

のと居、われる。 り

に2分したりしている。

したものである。 は l

として87~郎、 86d

iフ 、Bから

、第23図 120~125) 

K 48識 4台、 J

ものであるが、 1もの
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ト1=32.000m

きさからして他に~個あったも

うよう し、必要に応じてさら

B、Cの、 86lま Bの

ったもので、その
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此主計沢区遺跡
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争;-石刃

円そのf也 、L毎傍

、¥、
i
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ー、

¥
 

F読

十 -l. 

K 

イ-
J 

ト1=32守OOOm

第18図 と接合関係図

り、 121 

25図 134~137) 

している。

l1cm 6 cm X 自然面はlこぶし

49グリッドを中心lこ る。 2イfA (134、135)で

あるが、 らみて、他に 2~3 個の石核があったものと思われる。 134からは 11点以

られているが、 り にしているところと、自然

して打面の作出を行っているところとがある。 2

分割函のところと新たに作出しているところがある。

132、133)

るG

80cm X 合cmX 9 cm以上の比較的小さくずんぐりし (132)自 、内部が灰

24 



j第4 調査の結果

〈三〉

お核 A

石核 8

2弘

第19図

る。 J 49グリッドを中心にして分布する。節理面が多い。 はこの を節理

国に沿って 2分割したのち、さらに分割して得ているが米ケ森型台形石器の石器は 1点 (133)

しかなく、他は分割されたままの状態である。 133は3屈の加撃によって自然面の一部を取り

除き、これを打屈としている。 ヒ下両端から剥片が得られている。

23図105，.._，119、第24図)

25 



五七出沢口iSE亦

→ 
十日

傘・米ヶ森君主台形石器

その他
!
下
関

~- 十 48

H=32.000m 

第20図 の分布と

約6.5cmx llcm x 20cmのゴツゴツし 内部が灰白色 る。 cJ

49グリッドを中心lこして分布する。石核を得るに当っては、まずお11長い111:引の両端投了Fコ、、ツコー

ツした部分を取り去り、縦方向lこ大分し、さらにそれを細分して 6点以上の芯核を得ている口

における打面はほとんどが調整1'1面であるが、一部石核Bなどは分割屈を打面している口

この母:岩から得られた米ケ森型台形石器は10点を峰認している口しかしこれは石器の一部に白

り、他の母岩、刷、命、@、白などのものと識別できる点数で、ある。第231玄1112

るが、 にして見 の背l面左側かlフ得り

iご端lこ自然i面を残している。

(第 24図、 25図 129~132) 

自然面はいぶし る節Imrr[jの多い

と思われるが、…一部し

る。米ケ

、J 49グリッドを仁1]

る。比較的大き

ある。 りに当っては

分割面や節ItITf語を打i琵とする場合とがある。

241沼、第 25図 126~128) 

自然i函は掲色、内部は灰苗褐色を呈する 、 J~49グリッド して る。 3

ハh
u



見ままの結果

石核ム
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此ιtiJミ IIilli坊、

十

ふ:米ヶ森裂台形石器

.:その他

F時

ート

十
K 

母岩窃の分布と接合関係国

個の石核が残存し、 2個が接合するが、原Jf5は不明である。 1

のまま打面とする場合と、新たに作出する場合とがあり、

が剥取りされている。

① 車類 と縦長剥片 し九

27図)

しているがうまく

る。自然面は淡黄色、 し褐色の斑点が入っている。

いる他の母岩lこ比べ、広し しているが、 J

. . . . 

50 

49 

ート 48 

十 47

トi=32.000m

にあっても分割面をそ

とし

の形状は不明であ

A (第27関138) としなが

さら 命日取りを継続している。

ほ

(141)は分割面と

から剥lT史り、

された面を打面

28 
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此掛沢江遺跡

ート 十 50 

. 
2 

司"‘

十ぬ

十 十
目

十 +48 

H=32、OOOm

第24図母岩窃@窃@φe@.窃@〈きの分布図

としており二次加工のある 142が接合する。石核D (144)は を打面

にしているが、他の右核、 C (143)、E (145)、F (146)は全て打面の作出を行った後lζ米

ケ森型台形石器を剥取りしている。 134、140は争1J片の、 149は米ケ森型台形石器の接合例であ

る。 147は本母岩から得られたナイフ形石器で基部左側辺にのみプランデイングが施されてい

る。 150は米ケ森型台形石器が 3点接合したものであるが、 151、152の末端が明瞭なヒンジフ

ラクチャーで終り、 153~こはそれが見られない。

(第28、30図)

向
同 リーブ色を呈し、内部は緑灰色に暗緑灰色の斑点の入るチャート lこ

近い硬質頁岩である。米ケ森型台形石器も得ている母:岩で、あるが、まlj片の大部分はK-48 49 

グリッドを中心にして分布する。母岩の全体の形状はわからない。第30図171は 2伺残存する

石核のうちの 1個で、 2点の打面調整剥片と l点の米ケ森型台形石器が接合したものである 0

172~ 175は縦長争lj片で、 172は先端に 1回の加撃による彫刻万面が作出されている。 176は

節理面のある剥片で 2ケ所にノッチが入ッている。 177は2点の米ケ森型台形石器の接合研IJで

あるが179は本来約 2倍の長さの剥片であったものが中間で折られ米ケ森型台形石器にされた

もので、末端に二次加工が施されている。

(第31図、 32図197~204) 

30 
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此掛沢IIjfj:助、

十 Gむ

十

。:ナイフ裂石器
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刻

A: 米ヶ森型台形石器

.:その他

→ 

一

J!. A . . 

-. 

十

寸一 + 50 

49 

48 

47 

H=32，OOOm 

士;皐

第26函 母岩むの分布と接合関係図

8 cm X 9 cm以上 X 4 cm以上の比較的大きな母岩で、 J 49グ1)ッドを中心にして分布する。

自然面はにぷい黄褐色~灰オリーブ色、内部は灰黄褐色を呈する。母岩は 7個以上に分割され

ているが、明確に石核として剥片の剥取りが行われているものは 3個だけで他のほとんどは分

割されたままである。これはこの母岩が複雑な節理面を多く持つためのようである。このため

母岩の大きさのおjには剥片が少ない。石核A (第32図198)は分割阪を、打面とし、石核B

(199)は 3 よって自然面を除去して打面としている。 とも l個の米ケ森型台

る。

29図194--196)

と最Ij片合わせて21点しか残っておらず母岩の全体の形状はわからない。自然面、内部と

lこにぷい黄櫨色を呈する。米ケ森型台形石器を争Ij取ろうとした石核が 2個(第32図194、195)

残存する。いづれも調整打面を持つが、良好な剥片は得られていないようである。

32 



() 

p 

転三金トr{

163 

£bO42 
165 

151 

第 4主主 調査の結楽

~引

140 

152 

153 

12 

138 

モヲ〉石核 C

石核 D

歴I慌トロ[

石核 F 146 

144 

宅謹

石核 E 145 

ミヂ

149 

え語、ゆ ~O~ 劇。
154 155 156 

舗 o 臨 0 的 1合
157 

158 159 

。σ 喝。θ ~~W
160 161 162 

。。 E29d Cヨ 領0~寧
167 168 

164 

官~ ζ~~ 

~ 
170 

169 

166 

第27図母岩G実測関
33 



此掛沢II遺跡

十⑮ + 50 

ト一一一一一一--..-一一----..

• .φ  

一一

_J_ 十 49 

..:米ヶ森裂台形石器

.:その他

十
餓

十 十 十
K 

H=32守OOOm

第28図 母岩③の分布と接合関係国

⑮十
十 ート 50 

母岩(第32図186

~193) 

内

十
手呈

多く入っ る口

剥片の数も多いと思わ

れるが、自然面のない

..:米ヶ森型台形石器 部分の

.:その他

十 十 十 48

@、③、@などとの識

L K J 
JlIJが困難である。

H=32，OOOm 

④ N類・

39 
第29図 母岩窃の分布と接合関係図

34 



第 4章 務ままの結果
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此掛沢口遺跡

十 ⑮

「一一J 十

ート

企:米ヶ森型台形石器

れその他

十

十

十

ナ

_J_ 

K 

e 

十 50

十 49

ート 48 

十 47

J 

Hココ32，OOOm

図 205~209)

K -48. 49グリッド lこ分布

する。わずか14点の剥片だけ

しかなく全体の形状は不明で

ある。自然面は明黄褐色で、

内部は灰白色~明葉樺色を呈

し、 i幅広の縞が入り、他の母

とは明瞭に区別できる。石

核はない。第34図205は米ケ

と争Jj片との接合

状態を示している。 209は母

岩⑧で説明する米ケ森型台形

石器のB(仮称)とした

である。

⑤ V類:米ケ森型台形石器

とそのB種と縦長剥片を得て

いる

母岩@(第33図、 34図210

~222) 

9 cm X llcm X 20cm以上の細

長い母岩である口 K 48 e 49 

第31図母岩舎の分布と接合関係図 グリッドを中心にして分布し

ている。自然、面はオリーブに近い灰白色、内部は明緑灰色を呈しており、他の母:岩とは最も識

別し易い母岩であった。大部分の剥片と石核等が接合した状態を示したのが第34図210である。

母岩の分割は、まず細長い礁の中央よりやや上の部分を輪切りにするような形で大分割する。上

半と下半に大分割された母岩は、上半は母岩の長軸に対して直角に、 ド半は長軸lζ並行して上下

から数分割されそれぞれ石核B.C、石核A (日もAの一部と思われる) 0 E • Fなどが得ら

れている。石核の打面はA.EeFにおいては大分割面、あるいは細分割面をそのまま使用し

ているが、 B.Cにおいては数回の自然面除去作業後その面を打面としている口 211は石核A

とBの接合関係を示している。両石核からは幅広でうすい剥片と、 、剥片が得られ、

の末端はヒンジフラクチャーで終っている口 215は石核Cからの、 219は石核日からの剥片剥

取りの状況が示されているが、 とも末端がヒンジフラクチャーで終る細長い剥片が得られ

36 
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第33図 骨岩毛訟の分布と接合関係図

ている。この末端がヒンジフラクチャーで終る細長い剥片の中に、末端を折り取って二次加工

を施す石器が2点 (216、220)ある。 ζの石器は打面を上にして見た場合の背面右側に石核の

最も古い面 (ζの場合は分割!面)があり、左側lζは直前の剥離痕を残している口従ってこの石

器はその形状をJ.jIHこすれば米ケ森型台形石器の製作技法と全く同じである。形状は、米ケ森型

台形石器のそれが、略台形を呈し、刃部がゆるく弧を描くのに対し、この石器は全体が長方形

あるいは平行四辺形を呈し、刃部が直線的である。そして、誼線的な刃部には微細な刃こぼれ

が見られる。以上のことを理由にしてここでは、この石器を米ケ森型台形石器B種と仮称して

おきたい。母岩@から得られた第39図209もこの仲間である。

38 



4 調査の結果
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i:f~ 4主調支の結泉

2節縄文時代の と遺物

と遺物

( 1 ) フラスコ状ピット (第40図)

フラスコ状ピットは 1基のみ検出された。

SKF02， J51， K5U乙 し、第麗 による出された。壌頚部からや

!羽田の際lこ削平されている。;境底部は長軸1.8m、

1点出土した。

1.68m、深さ0.58mで、平担である。

覆土の状況から人為的に埋められたものであろう。境底部から

ある。

145グリッド1c 5 

L48グリッドII4 

K48グリッド 2 

J7c 
L46グ1)ッドIb6 

l 
くご二二二二二二三:> 10 

SKF02底面

046グリッド
g 

Am山
川
川
川

wuv

A
鰯
勝
間
留

o 11 
M53表採

縄文@弥生時代の遺物

41 



此掛沢立遺跡

( 2 ) 選構外出土遺物 (第35図)

遺構外からはわずかながら土器が出土したが、小破片で風化が激しく図示できたのは

4点である。いずれも後期初頭の十腰内 I式に比定されるものである。

口縁でわずかに外反するもので、体部は風化が激しいが無文と思われる。 2は胴部

lこiXJ字状の浅い沈線を施すものである。 3、4とも口縁部で、 3はLR縄文の上に iSJ

状の沈線を施すもので、深鉢形と思われる。 4は風化が激しいが、口縁部直下lζ浅い沈線を弧

状lこ描くもので、 と思われる。

石鍛が l点(11)出土した。両端の先が尖っている尖基鉱で、 は頁岩である。

3節 弥生時代の遺物 (第35関)

遺構は検出されず、 5点の土器が出土した。いずれも縄文晩期の大洞 A'式に後続するもの

で、県内の志藤沢式よりやや古い時期iζ比定される。

5は口縁部付近と思われるもので、外面に工字文を、内面lこは口縁部lこ平行する沈線と山形

状の沈線が描かれる口 2は変形工字文風の沈線文を施文するもので、縄文は認められない。 3

は底部で、体部下端が誼立ぎみに立ち上がるもので、 LR縄文を縦に施文している。内面lこは

昂IJ毛目が見られる。 8は高台部分で、脚部には沈線文、内面は尉i毛目が施文している。 9は口

縁部が小波状を呈し、口頭部が「く Jの字状に外反するもので、深鉢形土器であろう。外面は

頚部の同IJ毛自のl::Jこ胴部から口縁部 lこRL縄文を、さらに桐部の縄文の J::.~こ綾絡文を施文して

いる。内面lこも時IJ毛目が見られる。

4節 平安時代の遺構と遺物

1 発見遺構と遺物

( 1 ) 竪穴住愚跡

SI1i 竪穴桂居跡 (第36図、

J46グリッドの第盟層上面で検出されたもので、遺存状態は良好である。長紬4.5m、短!拙

3.7mの隅丸長方形で、主軸方位は N 25
0

-Wで、面積は16mである。壁はやや斜めに掘込

まれ床面は平担で、中ほどよりカマドにかけて踏み回められている。壁溝はない。

りに 2本である。北壁と東壁及びカマド周辺のピットはこの住居跡に伴なうものかどう

か明躍でない。床面中央付近lζ部分的にオリーフ、黄色の火山灰が薄く堆積していた。

カマドは南壁の東寄りに位誼し、遺存状態は良好である口袖部は褐色及び陪褐色の粘土で、構
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築され、その!こわにはわす宅かに火tJル~(が混ノ入し

ている訂燃焼部は赤く焼けそ

掘りくほめている。南東コーナ iこ

からかき出したと思われ

可くい令。 iこ伸びており、焚i

した。支脚として手IJ

用されたものであろうパ

計7
d己、 している口

1 --， 5 

一次調整はない。 1 3 

部から緩やかな丸i球をもって立 i二カー旬、

部でわずか

である。 2 5は底部から糸口IJふに 回開川 L 

lこ立とがるもので、 5はロク口目が明瞭に残 i 
る。 4は 1 3よりは全体的lこ立上がるもの

に、 出されてし 1るつ JA¥化し

るが、!今外国ともに

[，])( O_)脇iこf7'とせら

る。 9は

長~告は謹である。 6-~ 8は

るもので、嵐{ヒが激しいが、外

4 調査の結果

し

A 

~ ;I~î 

ム仲31容。。

第36~話 S ! 11 

る。而lこヘラケズ ij

し寸どれも壷と忠われ、 13は

ともロクロ

第 2表 Si11出 土 土器観察表

( 2 ) 

行

W
一

アイゴの;]:J口のN幻;-2 した口
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i七tt十沢立遺跡

土器 15は土師器護で854グ 1)ッ

ドの第理屈上面から出土した。

を地面にまiめに、その上に

服部の大破片をt.!こ霞き並べた形で

出土したもので、底部の下lζ特別の

り込みや周囲

出されなかった。 15は、服部上半に

もち、口頭部がわず、かに

「く jの字状lこ外反し外面にはへラ

ケズリを施こす。 16は箔原器J語の口

る。 18は底部で16と

かと思われる。付高台で内外にロク

ロ成形痕がみられる。

の破片である。

砥石途中で欠損しているもので、

i隔3.3crn、

さ337どである白

重品

-? 

心 。

ム..H-3U悶

焼ニヒ

一焼土

第37図 S 11 

第 3表選構外出土土器観察表

第 5節 その他の遺構と

1 発見遺構と遺物

( 1 ) 掠立柱建物跡

1棟のみ検出され第 した。 く時期

oonr-Hg 

粘土

かまど

きない。

SB10擁立柱建物跡 東西様で身舎部分は桁行21笥×梁行 2間の総柱で、西と東lこ桁行 l間

j梁行 2間の痛が付く掘立柱建物跡である。 1尺平均は身舎で、桁行30.0crn、梁行30.0crnで、

で:桁行30.0crn、梁行30.1crnである。建物万位は桁行で約N 200

- Wである。

( 2 ) 竪穴状遺構 (第40図)

2 され、 した。 なく きなし可。
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第 4 正調査の結栄
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第 4主主 調資の結5l~

SK101 J48グリッド し、 は上面が円形で、底面は隅丸方形

である。 S B10の柱穴と

0，60mで=断面形はピーカ

がある。

( 3 ) 土境 (第40関)

しているが本選構の方が古い。長軸2.3m、短紬2.1m、深さ

し、底面は平坦で固い。周辺に上屋の存在を想起させる

4基検出された口平面形は円形、断面形は浅田形で、浅いものが主である口いずれも出土遺物

はなく時期を特定できない。記述順序は以下の通りである。①位置 ②平面形 ③断面形 ④ 

@深さ ⑤その他@

S!く07 土墳 ①P50グリッド ②楕円形 ③ビーカー状 ④0.9mxO.75m 0.4m 

SIく08 土塘 ①Q48グリッド ②円形 ③浅皿形 ④1.1m x 0.12m 

SIく09 土境 ①Q49グリッド ②楕円形 ③浅血形 ④1.15m xO.7m、0.15m 

SK13 土境 ①H47グリッド ②円形 ③浅血形 ④1.1m x 0.13m 

( 4 ) 焼土遺構

SN05 焼土遺構 (第40図)

N50グリッドの第班層上面で検出された。炭化物が底面全体lこ薄し している。平面形

は円形で=断面は鍋底状を呈し、径は1.0m、深さ0.20mで、ある。炭化物を取り除いた後の底面

には凹凸がある D

( 5 )溝

SD12溝 ( 7図)調査区の西側にあり、第蛮層上回で検出された。 Q49グリッドより北

lζ延び、 Q52グリッドで西lこ新り曲がるもので、 は25mで、ある。上面 111記は 1.0~1.5 m、

底面幅はO.7 m---1. 0 m、深さ0.06m--0，2mで、断面形は鍋底状を呈す。 は 3つに分かれる。

l居 第 2J謹 3膳 となっており、権認面より、土師器杯の

小破片が 1 したが、流れ込みによるものと判断した。したがって時期は明確

( 6 ) その他の遺議 ( 7図)

Sx04その他の遺構 SI11竪穴住居跡のすぐ西にあるもの 車)層上面で確認された口

じっているもので、 は 5m X 3.5m、深さ O.lm---O.15mで、あ lこ

されず、出土造物もなく、性格@時期とも不明である。

Sx06その他の遺構 風倒木痕と判断されるもので、黒褐色ニi二が蹄鉄状になっている。

( 7 ) 遺構外出土遺物 Q49グリッド第豆腐より播鉢の底部の破片がtl:t=l二した口内外[面とも褐

色を呈し、胎土lこ2~3 rnrnの小石を含むものである。 ら明治初期の所産であろう。
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此断沢II遺跡

5章まとめ

本遺跡は48，400mの広がりをもち、

り、その面積は1，682ばである。

1台地の一回の北東端にあた

は東と西が小谷lこ分断されているが、比較的平坦で、

北lこは眼下lこ広く沖積平野を望むことができ、周囲に小沢が流れており、格好の場所に位置し

ていると言えよう。

1 I日石器時代の出土遺物について

今回の此桂~沢立遺跡の調査区内から

ちの定形的石器の内訳は、ナイ

した!日石器時代の出土遺物は約1，750点で、そのう

)、彫刻刀形石

1、石刃30、局部磨製石斧 l、米ケ森型台形石器172である。これらの石器は平面的には痘

径約15mの円内、垂産的lこは約70cmのi揺を持って分布している。それらを細かく見ると、米ケ

とその母岩、米ケ森型台形石器と縦長剥片及び石刃を中心とする 2つの地点が認

められるが、層位的観察、視覚的認識、接合関係、石器群の組成などから観てそれら

まとまり(ユニット)として把えることができる。従ってこれら石器群は時間的に隔りのない

期間に製作、使用され、廃棄されたものであると考えられる。 以下調査の結果判明したいくつ

かの点について簡単にまとめてみたい。

定形的石器の内訳は上記のとおりであるが、これをみると、器穏の少ないことがまず上げら

れる。エンドスクレーパーが全くなく、 l点ある彫刻万形石器もはっきりしない。逆に米ケ森

型台形石器がとび抜けて多い。このような石器組成の傾向は同じ米ケ森型台形石器を主体とす

る秋田市下堤G遺跡でも同様である口ナイフ形石器は全て単設打面の石核から得られた石刃、

としており、石刃も含めて雨設打面のものはない。また、打面を折り取ったり

することはなく、全て打面を大きく残し、基部調整が背面両側辺lζ隈られるものだけである。

このようなナイフ形石器は米ケ森遺跡 I

フ形石器lこ類例の見られるものであるが、

本遺跡の特徴の 1つといえる。

ケ森型台形石器が石器組成の中でも突出して多いのは、こ

のナイ

大」

れ、その石核だけでも37侶残存していることからも宵首できるところである。この石器の石核

からの剥取りについては一部逆の場合(剥片剥離作業が右から左lζ進行する例がある)もある

ものの、大i誌においては米ケ森遺跡でなされた分析と同じであり、その際の打11五の作出につい

ても全く同様であった。また母岩から石核素材を得る場合にも石刃技法のような連続剥離は行

われておらフ、 してその大分割素材をさらに細分割し としていること
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第 5主主 まとめ

も指描のとおりである。しかしながら、母岩の中には米ケ森型台形石器の石核と、縦長剥片を

るための石核双方が得られているものがあり、 lつの石核から両方を剥取りしているように

見えるものである(母岩⑬)。米ケ森型台形石器のB種とした石器については、その数が少な

いために詳細は不明であるが、少なくともこれが、米ケ森型台形石器の製作技法とほぼ同じで

あることを指摘しておきたい。

本遺跡出土遺物の中での;最大の特徴は、チップ等を除いて大部分の剥片の母岩が特定できる

ということであろう。従って母岩が見当らない石質のナイフ形石器や石刃は他の場所から

跡lこ持ち込まれたものであることが推定できる。このことを裏付けるように、それらは小剥片

であったりする ζ とがなく、 1{閣の石器として認め得るようなものばかりである。ナイフ形石

器の大部分、石刃の一部、局部磨製石斧がこの仲間である。 ζのことと、本遺跡で米ケ森型台

形石器が大量に作られていることから、此掛沢を生活の一時の舞台とした人々は、ナイフ形石

器、石刃、局部磨、製石斧等を携えてこの場所に来て、主に米ケ森型台形石器を作りながらもナ

イフ形石器等を自分達の所持する遵呉に加えたものであることが想定される。そして、それら

道具の中の不要となったものを ζの場所に廃棄し、またいくつかの道具を持って他の場所に移

動したものであろう。

調査の結果得られた資料の多さに比べ、調査終了から報告書作成までの時間の短さと、これ

をまとめる力量の不足から資料に対する分析等をほとんど行うことができなかった。米ケ森型

台形石器の製作技法lζ関しては米ケ森遺跡の分析でそのほとんどが解明されたと言えるが、そ

の機能などについての解明は今後に残された問題も多い。また接合資料の多いことから、石器

個々の動き等を追うことによって、場の使われ方、石器の廃棄のあり方などに迫れるものと考

えられるがそのような分析も出来なかった。今後はこのような個々の遺跡内での分析に加えて

ようやくその数を増してきた米ケ森型台形石器を主体とする遺跡相互の比較検討も重要である

と痛感させられた。

し'9ニれlこせよこれまで米代川下流域では、!日石器時代の遺跡、遺物としては、大槻久馬氏の

した落合出土のナイフ形石器 1点、吉館1:1:1土の掻器 1点をはじめとして、二ツ井町出土と

いわれるナイフ ノ{フ 此掛沢宜遺跡

の南東1.7kmにある逆川遺跡など数遺跡が知られているにすぎず、この時代を対象とした本格

s守な発拙調査も行われていなかった。このような状況の中で、今回の此掛沢E

は当地域の!百五器時代研究に大きな成果をもたらしたと共に、これまで秋田
(註10) (設11)

かその存在が知られていなかった米ケ森型台形石器が米代川JlI

口付近でも確認され、その文化内容の一端が明らかにされた意義は大きい。

2 遺構の分布について

検出された遺構は縄文時代のフラスコ状ピット 1基、
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此儲沢口遺跡、

期不明の掘立柱建物跡 1

構についてその分布を考えてみたい。

縄文時代の遺構は、フラスコ状ピットのみで、開田の際 lこ上半分を再iJ~されてしまっていた

が、遺構外から後期前葉の十腰内 I式土器が少なからず、出土した。また、昭和田年の範囲確認

2某、土墳 4 る口時期のはっきりしている遺

に隣接している睦稲畑からも同期の土器が多く出土している。以上の事

を考え合わせればこの時期の所産の可能性が高く、本遺跡の周辺にも縄文時代の遺構が存在し

ていたとも考えられるが、定住的な生活が営なまれた場所は隣接している西側と推定される。

調査区の東側、特に!日石器が集中して出土した地点から北側は約 1mほどの自IJ平を受けてい

る。それはフラスコ状ピットの下半分しか存在しなかった事や、土層断面の観察から判断でき

る。さらに南の調査区外では、 1田以上の段差があり、大きな削平を受けた様である。その中

で調査匿の南端にあった平安時代の竪穴住居跡は比較的良女子な遺存状態で検出された。

上記のように今回の調査では平安時代の遺構は 1軒だけであったが、それだけとは考えられ

ず、周辺の地形を勘案すれば調査区外の南側にも存在し集落を構成していたと考えられる口

2 火山灰について

竪穴住居跡の床面とカマド袖部から、オリーブ黄色の火山灰が検出された。カマドの袖部に

火山灰が使用されていたということは、住民構築の段階で=すで1ζ火山灰が降下していたという

るものである。しかし、床面に薄く堆積していた火山灰については降下したままの

ものか、二次堆積したものなのかは明らかではない。

2章第 3節で述べられているように、鑑定の結果、本遺跡の腐植土(第 I層、第豆腐)Iこ

も火山灰が含まれている事-が判明した。この火山灰は北海道の石狩~苫小牧地方lこ広く分布す
(註13) 

る苫小牧火山灰で、 11世紀の間lこ降下したものと考えられている。

後出の上の山立遺跡の竪穴住居跡などからも検出されており、土器もほぼ問時期の所産と考

えられる。

註 l 「下堤G遺跡(先土器時代)発掘調査概報J ~秋田臨空港新都市

開発関係埋蔵文化財'発掘調査報告書j1983年

註 2 富樫泰日寺、藤j京地敏 『米ケ説追跡発掘調霊長報告書』協和日lT教育委員会 1977年

註 3 山形県 「金谷原遺跡、J ~山形県史考古資料j 1969年

註 4 山形県 「東山型のナイフ形石器文化J ~山形県史 考古資料j 1969年

註5 注 2Iこ同じ

註 6 大槻久馬 「能代市周

註 7 奈良修介、

ついてJ ~秋田考古学第32号j 1975年

11弘文館 1967年

年ハヨワiQ
d
 

1
i
 

n
H
U
 

註 n官下 I
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5 :iすまとめ

秋田県文化財ー調査報告書ー第93集註 9

1982年

註10 菊地強一 rl日石器時代の東北 史資料館 1981年

註 11 富樫泰時氏の御教示による。

註12 町田洋@新井房夫@森脇広 「日本海を渡ってきたテフラ J r科学JNO.151、NO.9、

1981年

註13 本年度iこ発掘1Jim査を実施した八森町 e 土井遺跡で=も火山灰が検出され、分析の結果、

苫小牧火山灰で=ある事が判明し、その年代は11世紀から13世紀とされている口当セン

タ一、桜田隆氏の教示による。詳細

(秋田

3月に刊行予定の

秋田県教育委員会)を参照していただきたい。

院大学放射性 年代測

1984i芋2月20日

1983年11月22日

ます。

なお年代{直の算出lこは14Cの半減期として Libbyの半減期5570年を使用しています。また付記した

しました試料についての14C年代測定の を下記の通り御報告致し

誤差はβ線計数値の標準偏走。 σにもとずいて算出した年数で、標準偏走 (onesigma) tこ相当する年代で

す。試料の浮線計数率と白然計数率の去が 2σ以事のときは、 3σlζ相当する年代を下限とする年代値

(B. P.)のみを表示してあります。また試料の、戸線計数値と現在の標準炭素についての計数率との

去が 2σ 以下のときには、 Moclernと表示し、。 C5己を付記しであります。

三己

Code No 

Gak-11449. 

試 *~I. B. P.年代 (1950年よりの

Charcoal from Noshiro-shi. 1490ト90

3KKZ ll-SI11. A. D. 460 

4
6
i
A
 

に
U
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上のIliII遺跡

第 l はじめ 此掛沢II遺跡、参照

第 2 遺跡の立地と環境 JltJ1t沢II遺跡参照

第 3章 発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

上の山E遺跡は昭和56年11月に範囲確認調査が行われ、その面積は131，000ばである。

本遺跡は此掛沢E遺跡とは農道を隔てて隣接しており、今回の両遺跡の調査区も近く、約500

mほど離れているだけである。

上の山立遺跡の調査区は南lこ緩傾斜している。したがって も北から南にゆくにつ

れて、厚くなる。現況は熔地、原野となっている。

(第 2図)は以下の通りである。

第 I層 黒色土で砂を多く含み、しまりがない。摩さ 10--30Cillo

S 

1i.H・29.800 S 

1
1

つω
円
ペ
リ

一焼土 S .1iH・2宮.1100

第 2図 上の山立遺跡の地膚
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tl~ 1主主 はじめに

第豆層 黒褐色土でやや粘性がある。厚さ20.......，30cm。 (下部)一

第麗層 黒褐色土で粘性があり、黄褐色土がわずかに混入する。

(上部)一

第 2節調査の方法

グリッドの設定iこあたっては、調査区ωi福が広い東側

磁北lこ合せた南北基線 (y軸)とこれに直交する

(MA50)を設け、これから

(X軸)とを求め、南北方向には 4

m毎lζ二桁の算用数字、東西方向にはアノレファベット二一文字を付す。 2文字のー桁目はA--J

(40m)のくり返しで二桁自は40忠行く毎に変る口つまり:tvIt，_50から南にMA49Q I'v仏48…、

北 lζMA51 MA52一¥ 東に LJ 50 • L 1 50・・・ LA50、西に MB50.MC50・・.NA 50・・・とい

うふうにある口 4mx4mのグリッドの呼称はそのグリッドの南東隅の座標名とした。

第 3節調査の経過

調査期間は昭和58年10月13日から12月 3日までの約 1ヶ月半である。尚、調査に先だち、

よる除土 e 抜根、グリッド杭打設を行った。

10月13日、此掛沢H遺跡と二手に分かれ、東側から粗掘り 3基の焼土遺構を確認。 19

日、 MDラインまでの粗描りを終了し、焼土遺構の精査開始、 20日、 8106• 18のプランを確

認。 24日、 8B09、8I10を検出。 8I10の覆土に火山灰が混入している事が判明。 29臼、約

1;000 nfの組掘りを終了。現在まで814軒、 8N6基、 8K4基、 8D2条を検出。 11月 7

日、 8I18と している事が判明。 8118は 1辺の長さが 9mを超える大型のもの

である。 15目、 を増やす。 17日、県埋蔵文化財センタ

しにつき検討し、来週より応援を迎ぐ事とする口 21日、払田柵

(24日までλ 埋蔵文化財センター

まで)、 (27 i=Jまで入

23日、みぞれの日が続く。 8143• 8144、8145を検山口 24日、

平助教授，県文化課富樫泰時学芸主事来跡、。 26日、朝から吹雪となる。

27日、日曜日だが調査を続行、 8174を検出。 29日、 8145のカマド実側、

12月2日、資@器材の撤収口 3日、

67 
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ょの山IIill跡

第 4章調査の成

第 l節 安時代の遺構と遺物

l 発見遺構と遺物

( 1 ) 竪穴住罵跡

竪穴住居跡はし 1ずれも第IV層上面で確認され、平面形は方形かそれに近いもので、 20軒

検出された。調査区のほぼ全体iこ分布し、出向きに設けられたカマドが多い。約半数が火山灰

をカマド構築の際に使用しており、中lζ

SI06 竪穴住賎跡 (第 3図、 4図)

MD48グリッド

に位置し、南壁5.8

m、米壁5.1mで、

面横は29rrfである。

主軸方位はN-130 

一日である。躍は

きちっとした掘込

みで、高さは15~

30cmで=垂直に立上

がる。壁溝はi幅10

~20cm、深さ 10---

14cmで、ある。

は深さ25--30cmの

ものが各コーナー

にあり、 西、

113 

45 

しているものもある。

33 

lζ深
..!!..H-30.3的

さ22--25cmの柱穴 2. 

がある。
3 
4. 

穴はやや西にずれ
5 
6. 

る。カマド 第 3図 S 106 竪穴住活跡

68 
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りにあり、袖部が褐色の粘質土

で作られ、中lζ火山灰が混じる。煙道

は壁外に伸び、そのすぐ両脇と屋外l乙

5本の柱穴がみられる。これはカマド

の付属施設の可能性もある口

出土遺物 7図 1--13) 土師

@鉢、須恵器杯、護、壷、刀が

出土している。

1--7は土師器杯である口 1は底部

から体部にかけてやや丸味を持つもの

2はやや小ぷりで底部から口縁部にか

けて直立気味で、底径が小さい。 3----

5、7は体部下半が丸昧を持ち 7が特

lζ顕著である。日縁部がわずかに外反

する。 2--5、7は内外面とも回転糸

切りで二次調整はなく、樺色で焼成良

好。 8は土師器鉢かと思われるもので、

内面にロクロ目が顕著である。 9は土

第 4主主 調査の結果

¥ d-=::~づ三二三---:rよ~ぅEコF
¥ 01 ::>11 ，.J r(r~土市~τ----、問、----ι L.--.:L¥¥ 具、ごτ日 、Z_......u!e'え九 77

ZI I d!:l ~ 

コ

制 』九ーニA二

.. ¥J 1. Iζぷい黄褐色
2.黒褐色、火山灰混入

!ザピ~ 3.赤
品J4.暗赤褐色

|川 5でム o I 川 6. 褐色 I 

7.黒褐色 • 
8.黒褐色 ~可九
9.極暗赤褐色 二二三ぽ土ζμ二
10.黒褐色、火山灰混入
11.黒掲色
12.赤褐色
13.極暗赤褐色

第 4図 S 106 竪穴住居跡かまど

@
@
A一

M 

師器謹であろう。 10、11は須患器で、 10が護、 11が壷である。 11は外面lζ ロクロ日が明瞭に残

る。褐色でわずかに小石を含むo 12、13は鉄製のもので、 13は床面出土の刀である。全長35.2

cm、茎の長さ8.5cm、幅は刀身で3.6cm、茎で2.4cm、厚さはO伯9cmである。直万で両区であ

る。 12は万子状のもので、欠損している。現存部の長さ 3cm、ljI記O.4cm、厚さ0.8cmで、目釘

が打たれている。床面出土である。

SI10 竪穴住農跡

MA48グリッド

5図第6図)

し、 SD07，23より古い口 にブロック状に火山灰 5図、

C C 1) が混入している。南壁8.0m、 は60rrfと他の竪穴住居跡、より大規

模である口壁高は20--37cmで、北から南lζ緩傾斜しているため、南側がやや深い。壁溝は幅20

--30cm、深さ 7--24cmで=ある。主柱穴は床面北に 2本、南壁際l乙2本の計4本で、周囲の壁外

lこ細く浅いピットがある。カマドは南壁の西寄りにあり、 しており詳細は不明である。火

出土遺物 7図14--21) 土師器杯@

山政が覆土にわず、かに認められ、焚口部一面が焼けた状態で検出された。

e 護@査、鉄製品、鉄浮が出土した。

14、15は土師器杯で回転糸切り、 はなく内外面とも 17は須恵器査の口

ハu
d

ρ
h
v
 



上の山E遺跡

縁部で外面lこ

自然紬がみら

れる。 19、20

は須恵器護で、

20は内面はカ

キ目、外面は

平行叩き目が

あり、生やけ

で淡褐色を呈

する。 21は鉄

製のもので、

途中で欠損し

ているが、幅

1.7 cm、厚さ

0.3cmで、日

釘が打たれて

いる。

QP

Q区
ト .L 

サ 一一一 r4 1 
SD07 ム'

ニ一一一~一士二ごて手竺
5.黒褐色 ム時三一一一一
6.暗褐色 二 1 ょ=申告

7.黒褐色
8.火山灰を多量に含む層

8115 竪

穴住居跡 (第 8図)

LF49グリッド

し、東側は調査区外にあ

り、全容は不明である。

浅いため、土層断面を作

成するに到らなかった。

方形を呈するものと思わ

れる。西壁で 4.3mであ

る。壁溝の幅は10---20 

cmで、深さは 4---10 cm 

であるがかなり凹凸が激

しい。床面は軟かく凹日

がある。カマドの有無は

不明である。

第 5図 8 I 10 竪穴住居跡

A 

8.暗褐色
9.暗赤褐色
10.暗赤褐色

1 11.褐色
12.明赤褐色

ヰ〈尋手主葬 ; 

。門土
l
吋

M 

第 6国 S 110 竪穴住居跡かまど

70 



に

17 

第 4主主 調査の結果

機
10 

11 

A
V
N
ω
 

内
仰
心

12 

円

JAru
C 二コ 21 

SI06出土 1 .....， 13 
S 110出土 14，......21 

20 

第 7図 S I 06 • S I 10 竪穴住居跡出土遺物
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上の111II追跡

出土遺物はない。

SI16 竪穴住居跡(第 9図、第10図)

LI48グリッドに位置し、 8D17と重複して

いて、本遺構が古い。北控4.5m、東壁4.5m 

で面積は21rrf、主軸方位は磁北を示す。

さが12~ 18cmで、ある口壁溝は i幅が1O~20cm、深

さが 5---8 cmで、床面は凹凸がある。

壁コーナーとその間に配置されて計8本である。

控溝は北壁の西で途切れており、この部分が出

入はとJZえられる。カマド りにあ

り、袖部は粘土と火山灰で構築されている。煙

わずかに壁外に延びている。

出土遺物 (第 12図22~27)

@筆、鉄棒 l点が出土した。

22、23は土師器杯で、いずれも薄手で、

内外とも櫨色を呈する。 211こは口縁部

の内外lこ漆が付着している。 25は土師

ロクロ で、内外にへラケ

ズリを施こすものである。 26、27は須

恵器護の破片で、同一個体であろう。

いずれも内面は淡櫨色、外面は青灰色

である。

SI18 (第11図)

MB45、46グリッドに位置し、 SI

19、SK36と重複しており、本遺構は

SK36より新しく S1 19より

i由形は隅丸万形で、北壁9.00m、

8.65mで、面積78rrfと

護、

日

告込
@ 

第 S図 S i 15 竪穴住居跡

B' 

第 S図 S I 16 竪穴住居跡

規模が大きい。主軸方位はN 100

- Eである。壁は高さ 6~36cmで、壁溝は i幅 18~24cm、深

さ8~25cmであるが各援の途中で切れている。床面は平坦で固く締って、炭化物、焼土粒が多

く混入していた。柱穴は床面の 4本が主柱穴で、各コーナーにもあり、その間lこ1本ないし 2

本の柱穴が自己されている。カマドは南壁の西側にあったが、 81191こ切られ、遺存状態は不良

72 



第 4主 調ままの結果

であったが、焚[Jと袖部の一部が残存し i干g m 

1IIIlW ていた。袖部には火山灰が混じっている。

本住居跡は焼失家屋で、炭化物粒、焼

土粒が住居跡全体を覆い、各壁溝の内側

に炭化した板材が遺存していた。特lこ北
A 

西コーナーが良好であのでそれについて

説明を加えたい。挿図中で aとした板材

は、:lt控溝のすぐ内側 と して

いる。長さ 272cm、幅18.0cm、 さ2.0

cmで、すぐ南側lこも同誌な板材がほぼ同

じレベソレで、床面上lこ並ぶ (D---D')aの

中ほどでCが直交しており、大きさは、

長さ30cm、11I話18cm、 さ1.6cmである。 。 M 

cは北で'15cmほど下lこ入っている。西壁 第10函 S I 16 竪穴住居跡かまど

溝のすぐ内側iこも aと同様な板材が 3枚並んでいる。そのうち遺存状態の良い b さ179cm、

、厚さ1.6cmで、それと直交する dは一部がbの上になっている (B---B')。長さ 30cm、

I1I詰13cm、j享さ 2cmで、ある。尚、 C、 では延びていない口

上記の状況を勘案すれば、 2つの可能性が考えられる。 1つは壁材が火災の際に焼

の内側lこ倒れたものとし、 a、bは腰板、 c、dは矢板で、本来は壁材であるという考え方'で

ある。もう 1つは、 a、bを敷板で、 C、dはその下のころがし根太とする考え方である。し

かし、壁材とすると、 りにある板材の用途が不明であるし、敷板とすれば dがbの上

にあるのも不自然である口以上のように本住居跡内の用途、機能については決め手を欠くので

2つの可能性を指摘するに留めたい。

出土遺物 12図28~39、第 13図40~52) 完形品が多く出土し、 lこバラエティがあ

る。土師器杯 a 護 e 壷 e
づ@笠豆、 、士支m;uが出土した。

28~38は土目指器杯で、いずれも回転糸切りで二次調整はない。 30、 33 、 38は内黒で30、 38は

底部から緩やかな立上がりを示すのでやや肉厚である口外面は淡i登色を示す。 33は30、38より

小ぷりで、丸i床をもって立上がるもので、外i屈は撞色である。 31は底部lこiJllJと思われる墨

られる。 りで、 ない。内外面と

る。 、46はロクロ成形後lこ外面lこへラケズリを施こすものである口

40は土師器鉢で内外面とも煤状炭化物(漆の可能性もある)が付着している。 41は須恵器の長

る。 内外[Iliとも るが、~~形@日台二kから としたものである。 47.48は

っ、υ
ウ

i



J二の山口遺跡

¥ヒ戸;8

RP 7 

RP 1 

漆付着

RP 4 

RP 6 

S 116出土 22，......27 
S 18出土 28.....，38 

第1図 S 16 SI 8 
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第 4主主 調査の結果
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第12図 S I 18 竪穴住居跡

土製の支脚で下部の対面する に逆 iVJ字形の切込みが入る。内外に粘土紐の巻き上げ

痕があり、胎土l乙細砂粒を含み、内外面とも1登色を呈する。 48は高さ 14.5cm、 上部幅10.0cm、

切込み部の高さ2.0cmである。 47も形態は似ているが、欠損している為、詳細は不明である口

いずれもカマド‘付近の床面出土で:ある。 49• 51 • 52は須恵器の破片で内面i乙アテ板痕、外商lこ

叩き目を有し、青灰色や灰色を呈する。 50は、須恵器壷の腕部lこロクロ成形後、外面iこへラケ

ズリを施 ζ し、灰色を呈する。 54は砥石で途中で折れている。現存部の長さ 9.8cm、i幅4.2cm、

重さ337gで、石質は凝灰岩である。床面より出土した。 53は鉄製で万子かと思われる。途中

で=rJT損している。現存部の長さ 9.3cm、111記0.8cm、厚さ 0.3cmで、床面から出土した。
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上のLUIl遺跡

刀
ハ
ハ
1
1一

l
i
l
l
-川

43 
44 

45 

47 

46 

49 

53 

己 54

第13図 S I 18 竪穴住履跡出土遺物
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第 4主主 調査の結果

l
l
i
G
G
 

@ : @ 

l黒褐色窃診
2.黒褐色 ~， 
3.黒褐色 澄也Y
4.暗掲色
5.褐色

(第14図)

S 1 

し、本遺構の方が新しい。

確認面からの覆土の深さは北で、 6

竪穴住居跡

MC44グリッドに位置し、

18 

SI19 

は残っ-----12cmと浅く、南側で

ていない。柱穴の配置から考える

と方形と思われる。壁長は北で3.8

mで、主軸方位は儲北を指す口

15nfである。

動4D
コーナーとjじをで回い。

除く壁の中間lこ1本ずつ配置され

2M 
ている。カマドの本体は遺存せず

わずかなくぼみと焼土が、南壁の

竪穴住居跡S I 19 第14図
りにあるだけである。

(第18図55-----64)

土師器杯(含む@内黒@高台付)

支製土

黒斑がみられる。 58は高台付杯で、

部で「く J字状にくびれている。

ある。 59は土師器警で焼成は良好

である。 60-----64は須恵器で60は壷

の口縁部、 61-----64は護で61は口頚

回転糸切り後、高台を付すもので

55-----58は土師器杯で56は内面に

脚が出土した口

出土遺物

ぢ主主主 で去三r
e 筆記 ー軍主、

(第15図)

1.黒褐色l町 村

2.暗褐色 ム H・30捌

3.暗褐色は20 ~. ~ 
4.黒褐色
5.黒褐色
6.黄褐色
7.極暗褐色
8.黒褐色

し、規模

は4.7m、西壁4.4mで面

霊穴住居跡

MF48グリッド

SI27 

。口円
Udである。主軸方位はN

9.黒褐色
10.黒褐色

は10-----14crnで、床Eである。

竪穴住居跡S 127 第15図

77 

は平沼で固く締っている。壁溝の

i隔は1O~30crnで、深さは 12-----20crn



上のlね立遺跡

でほぼ全局するが、

出入口と思われる。

lこl本ずつ配置される。

出土遺物 (第 18図65~67)

土した。

カマドの西で途切れる。

コーナーと

人

γ
z
・8
・8
6

1. 
つム，.

s' 

65~67はし 1ずれも土師器杯で、 65は底部を欠損し

ている。大変簿子でも内面を横方向のヘラミガキ後に

黒色処理している口

ずかに確認されただけで全体の形は不明であるが、

柱穴や遺物の出土状況より竪穴住居跡と判断した。

中央部に長軸1.5m X短軸1.3m、深さ 0.3mの

円形の土壌があり、その周辺lζ多くの柱穴がある。

カマドは検出されなかった。こiニ

墳の上から多くの炭化材が出土

したが、焼失家屋かも知れない。

出土遺物 (第 18図68~7 1)

土銅器杯@護、鍋が出土した。

SI2号 17s]) 

し、北壁と]¥;1G50グリッド

68、70は土師器護で外面lζロ

クロ自を明瞭に残す。 69は土師

器護の小形のもので、内外面と

も風化が激しいが、ヘラケズリ

が見られる。 71は錨の破片であ

るが成形後に内外面ともへラケ

ズリを施乙すものである口焼成

は大変良好である。

SI30 竪穴住居跡 19図)

つd
A
苛

に
d

円。 M 

第16罰 S 127 竪穴住属跡かまど

ー
A A 

o 
⑤ 

めドー ⑨ ⑥ 22窃稽
2 

L 3. 
4. 

第17函 S 129 竪穴住居跡

ME45、46グリッドlζ位置し、南壁:6.5m、西壁7.2mで、面積は45rrfである。主軸方位はN

13
0 

日である o 確認函から床面までの深さはlOcrnほどで、壁溝の深さは 4--20crn、幅は10--

20crnで、床面は平坦である。柱穴は西軍溝際に 3本、東壁溝擦に 1本あるが他には検出されず、

その配置は不明である。カマドは南壁の西寄りに位置する。本体は確認されなかったが火床部

78 
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第 4主主 調査の結果

62 

63 

70 

71 

S 119出土 55""'64 
S 127出土 65，_.67 
S 129出土 68"'-'71 

第18図 S I 19 • S I 27 • S I 29 竪穴住臆跡出土遺物
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上の111日ill跡

と思われるわずか

認された。

及び周辺には袖部

なくぼみと、壁外

lこ延びる焼土が確

構築の際に使用さ

れたと思われる火

@ 
山灰が検出された。

L 

1.黒褐色

θ③ 

A 

r1ヨ

黒)e 警がlil土し

出土遺物

23図72~76)

部器杯

たが、相対的に遺

物は少なく、ほと

んど破片のものが

多い。

ミ詰~主竺

"::"H・30.000
72'"'-'76はいずれ

竺三亀==

も土師器蓋の口縁

部である。 72は円

竪穴住居跡S 130 第19図
筒形に近い形態と

思われ、わずかに外反する。外面にはへラケズリやナデが見られ、焼成は良好である口 73、75

はロクロ非使用のもので外面にへラケズりを施こす。 74、76はロクロ自が見られ、 ii登色か淡樟

色を呈するもので、焼成良好である。

(第20図、第21図)竪穴住居跡SI32 

は17nfである。ヨミ軸本位はN-200 

1m、西壁4.2m、し、NA50グ1)ッド

床面はやや由なしっかりしは北壁46cm、西壁27'""33cmで、Wである。

凸があるが、毘く締っている。援溝はIp記1O~15cm、深さ 3~ 10cmで、ある口柱穴は北東を除く

される。カマドは南壁の東寄りに位置し、褐色土、コーナーとその中間及び床面上に 2

@火山灰を混ぜて構築している。焚口には焼土、袖の底面lζは火山灰があり、

煙出部は壁外lこ延びている口袖のすぐ西脇lこは土壌が存在する。

、土製の土師器杯(合む、内黒).護(砂底)、

80 

(第23図77~87)出土選物

脚が出土した。



80は土師器鉢で、内外面とも風

化が激しいがロクロ成形と思われ

る。最大径が服部にあり、かなり

丸i床をもっ。 と思わ

れるもので、底部を高台風に仕上

げている。内外面lこヘラケズりや

カキ目、外底j]jlこ指痕が残る。

断面内部は灰白色

乞ニz
、fC司

↓。 rVJ 

切込みが入る。 87は高台付の耳1111

で回転糸切りである。 [J縁部を内

側lこ折り曲げている。

SI33 

竪穴住居跡

(第22図)

M] 47グ

リッドに{立

霞し、 S1 

11111山I

44 し、

2 
い。不整万 3. 

形で南控 5 
6. 

2.7 m、西 7. 
8 

壁 2.4m、 9. 

7:01 

で、主軸方

はN 110 

Wである。

確認面から!末

面まで'lOcm前後と浅く、

本不規則iこ並ぶ。カマド

第 4 調査の結果

国

A 

長年窃

@ 

ー
i
円
/
ω

円
ィ

U

A
パ
τ

7.暗褐色
8.ロームブロック

第20関 S 132 竪穴住属跡

A 

A 

一火山吹混入

一火山灰混入

ム H・30.10自

T噴

第21図 S132 

されなかった。床面

かまど

る。 柱穴は内部lこ4

lこ延びる。袖部り し、袖部がわずかに残り、

- 81 



上の山II遺跡

に火山灰が使用されている口土師器杯を支脚とし

て転用している。

出土遺物 (第23図88---91) 土師器杯、翠が

ら出土した。

88'"'-'91はし 1ずれもロクロ使用のものである。 88、

89は土師器杯で、 88はカマドの支脚に利用されて

いたものである。 91は土師器護で、外面はロクロ

成形後、ヘラケズりを施こすもので、

調整はない口

SI34 (第24図)

MJ47グリッドにあり、 8133、8D51と

いる口 8133より新しく、 8D51より古い。

して

可|

1.黒褐色
2.暗赤褐色 火山灰混入

3.極暗褐色

註

第包囲 S! 33 竪穴住居跡

確認面はほぼ床面lζ近い。規模は南壁3.4m、西壁3.6mで、面積は12rrf、主軸方位はN 50 

日である。床面は中央部付近が、黒褐色土と黄褐色土の混合土の貼り床(スクリーントーン部

分)である。厚さ 3---5 cmで、特lこカマド潤辺が硬く締っている。壁高は東で'10cmを計り、イ也

は床面と同レベソレで、ある。

ないが、 り

ものと考えられる。

出土遺物 (第25図92---106)

されている。カマドは遺存し

火山灰が検出された事ーからその場所に構築されていた

92'"-'98は土師器杯で、 92は内黒で底面を高台風lζ仕上げている。 99 101 102 104はい

ずれも土部器護で、ロクロ成形である。 102は小形の護で、内外面に二次調整はない。底面は平

滑に切トげられている。 100、 103はロクロ未使用で外面lζへラケズリが見られる。 105は土

にヘラケズリ、外面iζ届IJモ:白が見られる。 106は須恵器査と思われ、外面lこは縦

lこカキ目があり、胎土には小石が混入している。

SI35 翠穴住賠跡 (第26図)

NA47グリッドに位置し、確認面から床面までは 4'"-' 5 cmで、ある。規模は北壁3.4m、

3.6m、面積は13rrfで、主紬方位は磁北を指す。壁高は 5'"-' 6 cmで、ある。壁溝はない。床面は

で締まっている口柱穴は南東を除く各コーナーと北壁 e 西壁の中間にあるが他には検出さ

れなかった。カマド り し、袖部が残る。 に延びている。焚口

lこは焼二七は検出されなかった。

出土遺物 (第28図107'"-'114) 土師器杯@護、須恵器翠が出土した。

]09~113は土師器警で、 111以外はロクロ使用のものである。 111 は服部から口頭部まで
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上の山口追跡

ヘラケズリを施こすものである。 113は口

クロ成形後、外面iζへラケズリを施乙すも

のである。 114は須恵器護で外面lこ平行な

叩き目を有する。生焼けで、内外面と

褐色である。

SI37 竪穴住居跡

N 155グリッド

47と重複している。

(第27図)

し、 S143とSD

はS143より新

しく SD47より古いら壁長は南壁 5.0皿、

で、面積は23ITfで、 t~rh万 i立は

N-40-Wである。確認面から床面までは

浅く、壁高は1O~27cmである口床面は軟か

く多少の起伏がある。壁溝は幅1O--20cm、

深さ 8--l1cmを計る。柱穴は床面上に多数

，ゃ

のピットがあるが、基本的には各壁のコー 第24図 SI34 竪穴住居跡

ナーとその中間![1本ずつ配置されるものであろう。カマドは南援の東寄りに位置し、遺存状態

が悪く袖部は検出できなかったが、南壁の内側にわずかなくぼみとその上に焼士.が堆積してお

り、ここが焚口と思われる。

出土遺物 (第 28図 115~120) 土師器杯(含む、内黒).護、刀が出土した。

115--119は土師器杯でいずれも回転糸切りで二次調整はなく、色調は内外とも

色を呈するものである。 120は刀で、全長 49.5cm、刀身の長さ 35.0cm、茎の長さ 14.5cm、刀

身の 111品4.0cm、茎の 111面は1.4cm--2.8cmで区の部分で最大となる。厚さは刃身で 1.2cm、茎で

0.8cmの直刀で両区である。身と茎の間lこ錦があり、長さ4.3cm，幅0.8cmである G 床面から

出j二した。

SI38 (第29図)

NC50グリッドに位置し、 SX46と重複しており、本遺構の方が新しい口四半分だけで

は不明であるが東壁は3.8mを計り、主軸方位は11設北を指す。床面iは平坦で締っている。

は 15~27cm、壁溝の 111~ lOcm、深さ 5 --13cmで、ある。柱穴は各コーナーとその中間に配置されて

いる。北壁寄りに長組jO.80m、短紬0.60m、深さ0.40mの土墳があり、焼土と多くの土器の破

片が出土した。カマドは南壁の東寄りに位置し、本体は遺存しておらず、壁溝際lこ焼土の広が

りがある事から焚口と思われる口煙道部は壁外l乙延びる。

出土遺物 (第30図121--143) 土師器杯(含む、内黒)護(砂!底)
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92 

103 

第25図 S134 

鉄製品が出j二した。

121--' 125、127-~ 134はj二部器杯であ

る。いずれも回転糸切りで二次調整はな

く、色調は浅黄櫨~樫色を呈するもので

ある。 124、125、128は底部から痘線的

tJ立上がり もので、底註が小さい

害Ijりに器高がある。 130は全体的にゆが

みがあり、内外!百lこ漆が付着している。

135は土師器鉢で、服部が丸味をもち、中

央部付近が最大径となっている口 143は

砥石で折損している。現存部の長さ 5.9

CID，幅2.2crn、重さ113gで、

なr~ 4主調査の結県

(鉛 hJU1L 

102 

105 

る。
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上のIlJII 遺跡

0
 

7
Q
 

く

あ

厚

も

一

記

ι
の

出

品

外

も

している

a-

館
宇
衛
書

k 141... 142は鉄製品である0

141は環状で直径 3.6

cm、孔径2.0側、摩さ

0.9cmである。 142は

主IJらなかったが、

口

0> 
也

〈設 金運委

5.4cm、原さ 0.1cmで

ある。

L 

NJ56グリッドに{立

置し、 8I37、SK63

しており、

1
1

つω
q
U
A坐

ro

色

S 37 

可。耐と し、 。〉 である

は20cmで、床面はは約5.0mで、ある口 はN 25
0 Wである。

っている。 i幅1O，.___20cm、深さ 3~ 5 cmで、北と西で一一部途切れる。柱穴は、

壁溝及び床面に20数本存在するが規則的な配列がみられず、 は不明である。カマ

ドは未検出であるが8I37と している りの床面上に火山灰がわず、かに堆積しており、

されていた可能性がある。

161) 土師器杯 e

℃三=

@笠芝、 品では刀子、

ここにカマド

した 0

144~150は土師器杯である。し

るものである。

も回転糸切りでー はなく内外面とも

りをもつもので、り

り る。 145は内面lこ黒斑が見られる。 156はロクロ の 、外面l乙へ

ラケズリを施こす。底部は砂!底である。 157，._159は し、ずれもロクロ成形である。

157は輩、 と思われる口 る。 158は杯で外面に火ダスキが残る口 160、

161は鉄製品で、 160は刀子、 161は釘であろう。 160は長さ 8.5cm、 11届0.5cm、厚さ 0.3cm

である。 161は長さ 9.5cm、幅0.5cm、摩さ 0.3cmである。

SI44 (第33図)
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OB44グリッド

i iヰ

主主主 調交の結栄

i i3 

120 (縮尺弘)118 
35出土 107---14 

S 137出土 115"'-' 120 

の方が新しい口 中ほど

第28図 S135 S 37 

し、 SD50と しており、

m、2届)に火山灰がブロック状に混入する。規模は

70 Wである。床面は平坦で締まっている。 は38

~50cmで=ある口 は 10~20cm、深さは 6 _.._， 10cmで、周囲をめぐる。 コーナーと

る。各コーナーにある 4本が主柱穴であろう。他lζカマド袖部

の下lこ2本検出された。その規模 e 掘方 e 覆土の状況は本遺構内のものと類似するが、

らすると必ずしも本遺構に伴なうものかどうかは明瞭ではない。カマドはi有壁の東寄り

る。袖音I~は粘質土や火山灰で構築されている。掘jるみはしっか

立上がり

し、

りしており、

162~179、第 36図 180図 ~190)

87 
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17L 173~ 175、183、184はロク口を

わないもので、し寸ニれも外面にへラ

ケズリ、内面はヘラケズ 1)か届IJも自を

し胎土lζ砂粒を含むものが多い口174

は砂底である口 176、177はロクロ成形

によるもので外面にへラケズリ

され、

色で、焼成良好である。 180

杯の口緑部である。内外面と

部である。Jj会土は精選されているが内外面とも

上の山II遺跡

杯 e 護@査、

した。

162'"'-169は土師器杯で、いずれも

回転糸切りで二次調整はない口

刀子、釘、鉄

好で、内外面とも

す。 166、169は内黒である。 169は高

り後lこ高台を付した

ものである。 170 、 171 、 173~177 、

る。大?とJのも183、

のと小庁長のもの される。 170、

層
ず
十
日

色

撹

臼

匂

一

回一…一黒田一…

つれ
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第29図 S 138 竪穴住居跡 Sx 46遺構

されている。 181は沼煎器の長血帝の口

ある。 185~187は須恵器の服部のみの

破片であるが、 185は壷、 186、187は護であろう。 188は土製の支脚で、高さ 13.0cmで、ある。

下jiUこ 2.5cmの逆 rVJ 字形の切込みが入る口胎二u土精選され、色81;~ は淡樫を呈する。外i市 lこ

粘土紐の巻上げ痕が残る。 178は耳朋でi二!縁部を内側lこ折り曲げている。高台付で底部は回転

糸切りである。 189、190は製品で189は万子、 190は釘かと思われる。 189は現存部6.6cm、

11I量0.8cm、

SI45 

さ0.3cmである。 190は現存部の長さ 5.6cm、 11扇0.8cm、j享さ 0.3cmである D

(弟Ci41三I) 

NI53グリッド

Wである口

し、

締まっている。

1m、西壁3.8mで、面

く、南壁が低い。

は12ni、主軸方位はN 340 

されなかった。床面は回く

コーナーを除く各コーナーに配置される口カマドは

口と思われるわずかなくぼみの上に焼土と火山

灰が薄く

る

していただけで、ある

(第36図191'""'-'194) 土師器杯 e 鉢が出土した。
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。。
139 

140 

第30関 S 138 竪穴住癌跡出土遺物
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第 4主調査の結泉

142 



上の山II遺跡、

191--194は土

師器杯で、いずれ

も回転糸切りで、

二次調整はなく、

内外とも

か燈色を呈するも

のが多く、焼成は

堅撤である口 194

は土師器鉢で、回

転糸切りで、一

い。 1m~ζ

細破片であるが、

口緑部lζ漆の付着

している土師器杯

も出土している口

SI67 竪穴住岩

跡(第37図)

NI52グリッド

し、南側は

調査対象外となっ

-:r13 

SI， 63 

¥1 

2...H・29.900

S 137 

1.黒褐色
2褐色
3黒褐色
4.暗褐色
5.黒褐色

2M 6.黒
7.黒
8.褐色

ている。北壁のみ 第31図 S143 竪穴住居跡 9.黒褐色

しか検出されず、エ!z面:fl三は宇IJ然としないが、柱穴の配置から方形になると思われる。北壁は高

さ3.0cmで=ある。 ない。

ドは南壁の東寄り る。

焼土の堆積が見られる。

し o

SI74 (第38図)

コーナーとその中間に配置されるものであろう。カマ

は不明であるが、本体はなく、わずかな掘込みとその U乙

OE56グリッドに位置し、 8B57の柱穴が床面上 lこ3本 (Pl--P3 )あり重複しているが、

新旧関係は不明である。確認函から床面までの深さは10cm前後でj二層断面図を作成するには到

らなかった。 は3.8m、 mでミ南壁と それぞれ3.3m、3.1mと短か

くなり、平面形は台形状を呈す。 い。壁溝はない。

と西援の中間lこ1本ずつあり、 と思われるが、他は不規則に配置されている。
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159 

i6u 

カマドは検出されなかった。

しなかった。

( 2 ) 掘立柱建物跡

3棟検出され、

SB09 掘立柱建物跡

MB50グ 1)ッ

156 

?母1

第32関 S 43 

と西lこ分散している口

第 4主主 調査の結果

153 
151 

155 

157 

158 

る。

3問、

る。西側柱列中央の柱がSD17の底面で検出された口東西棟で

2間で之、両陪桁行 1間×梁行 2間の擁立柱建物跡である。 1

梁行30.6cm、和で桁行30.3cm、梁行30.9cmで、ある。身舎中央の東西柱列が近

91 



上のillII遺跡

接して 2本ずつ

並ぶ事から、部

と

られる。

物方位は桁行で

N-89
0-Eであ

る。

SB57 掘立

柱建物跡

40図)

OD54 55クザ

リッド付近lこ位

置する。 SD52

とS1 74と

している。 S1

構の柱穴が検出

されたが新!日関

係は不明である。

SD52の上から

本遺構の西側柱

の 1本が掘込ま

れており、

構が新しし可。

北棟で桁行 3間×

@ 

@ @ 0 
す1¥11 9 1  7 i 

e 

第33図 S 144 竪穴住居跡

1間の掘立柱建物跡と

す
ー
っ
ω
Q
U
4
4

である。西側柱列 Ps，...._ Ps 

られる口 1 J~ミ平均は桁行30.2crn 、梁行30.0crn

く、 pg----Pllがかなり伎い。 後者は補助柱と

穴であろう。 B2は問

切りと られる。

えられる口したがって対応する東側柱列では町、九、日が

か 3m行っ

建物方位はN-I
0 Wで磁北に近い振れを示す口

したが本遺構J乙伴なう柱穴は他に検出されなかったハ西側柱ダIj

きない口なっており、 と し

造物は柱穴より土師器杯。

SB68 掘立柱建物跡 (第41図)

しfこが、 るには至Ijらなかった。
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第 4章羽交の結果

NI52， 53グリッド付近に位置する。他の遺構

と本遺構の柱穴の重複はないが、確認面が第百層

の地山上面であることや、付近の遺物の出土状況

を勘案して平安時代の遺構と判断した。南北棟桁

3r由×梁行 1間の掘立柱建物跡である口 1

均は桁行、梁行とも30.0cmで、ある口主軸方位はN

4
0 

Wである。

( 3 ) 土塘 (第42図、第43図)

、SK36以丹、はいずれ

されたものがほとんどである。

ほぼ全体に分布するが、中央部lこ少なく東側にや

る傾向が見られる。中には覆上lこ火山灰

p，: 

L 

第34図 S 145 竪穴住居跡

の混入しているものもある。記述JIIM序は以下の通りである。 ②平面形。③断面形。④

口出@深さ。⑤出土遺物(第44図)。⑥その他。

SK05 土墳 ①MC47グリッド ②楕円形 ③浅盟形 ④1.0 m X 0.6 m • 0.23 m 

師器杯@護の縮片が出土した口

SIく08 土議①1VIA50グリッド ②円形 ③浅皿形 ④1.3m、0.15m ⑤土師器杯 (195)

が出土した。

SIく11 土壌①LJ48グリッド ②円形 ③浅盟l形 ④1.3m X 1.2m .0.1 m ⑤土師

器杯の縮片が出土した。

SK12 土壌 ①MB47グリッド ②不整楕円形 ③浅l由形 ④1.5m X 0.90m 0.11 m 

い ⑥底面に凹凸がある。

SK14 土墳 ①LI50グリッド ②円形 ③浅1m形 1.2m、1.0m ⑤出土遺物はな

い ⑥ i二面にSN13があるが本遺構が新しい。

SK22 土土産 ①LI43グリッド ②円形 ①浅血形 ④0.95 m X 0.80 m e 0.09 m 出土

遺物はない。

SK24 土措 ①LH44グリッド ①円形 ③浅llIl形 1.1 m .0.12m ⑤土師器杯 (196)

藷(197).翠@須恵器護の服部 (98)が出土した口 196は底面をヘラ状 lこし

ている。

S!く25 土土産 ①ME48グリッド ②円形 ③浅血形 ④1.75m X 1.5m .0.26m ⑤土師

@翠の細j午、須恵器杯(199).護@鉄浮が出土した。

SK28 土鴻①MH49グリッド ②不整楕円形 @浅血形 ④1.3m 0.90m 0.13m 
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第 4章調査の結果
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S 144出土 180""' 190 
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第36図 S I 44 • S I 45 竪穴住居跡出土遺物

し九。

⑤土師器杯@護の紹片が出土した。 ⑥底面は平坦で良好である口

SK31 土境 ①NK52グリッド ②円形 @浅血形 ④1.2rn、 0.1rn ⑤出土遺物はな

い⑥SK60と しており、

SK36 土境 ①MB45グリッド ②円形 ③編成状 ④3.5 rn • 0.21 rn ⑤出土遺物はな

い ⑥8118の底面下lこて検出。

SK41 土墳 ①NA49グリッド ②円形 @鍋底状 ④1.1血 .0.26 rn ⑤出土造物はな

し、
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よの山llill跡

SIく42 土墳 ①MJ46グリッド ②円形 @鍋

底状④1.6m.0.4m ⑤土師器杯 (201).警の

細片@鉄浮が出土した。

SK54 土壌 ①OE57グリッド ②円形 @浅

血形 ④0.8m .0.07m ⑥ はない。

SK55 土境 ①OD56グリッド ②円形 ③浅

血形④1.1m.0.15rn ⑤出 はない

lこ軽1]が混入

SK56 土境①OD56グリッド ②円形 ③浅

1111形 6 0.15 m 

出土した。 ⑥8D52と '0 S 1 

74と接しているが新!日関係は不明。

-
4淵
刊
刊
」
勺
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第37図 S 167 竪穴住居跡

SK58 土壌 ①OE57グリッド ②不整長方形 ③浅皿形 ④長さ不明、 111長1.2m • 0.2 

m ⑤土師器杯@警の細片出土 ⑥西端は調査区外。 SD53と車破。本選構が百い。

SK59 土壊①OC56グリッド ②円形 ③鍋底状 ④1.0m O.lm ⑤土師器杯 (202)

護、須J曹、器護が出土した。

SK60 土境 ①NH52グリッド ②不整楕円形 ③浅1Ul形 ④1.5rn X 1.3rn 0.12rn 

①出土遺物はない口

SK63 土墳 ①OA56グリッド ②円形 ③浅血形 ④1.7m .0.25rn ⑤土師器杯 (203)

が出土した。 ⑥8143と重複。本遺構が新しい。

SIく64 土墳 ①NA48グリッド ②不整楕円形 ③浅血形 ④1.3rn X 1.0m .0.2m 

①土師器杯 (204).護の細片が出土した口 ⑥底面iこは焼土があり凹凸している口周囲には火

山灰の薄い;堆積がある。

SK66 土壊 ①NA53グリッド ②長方形 @浅皿形 さ2.0瓜 L1 rn. 0.1 m、⑤土師

器杯12点.(205---216) .護 (217---219)がまとまって出土した口杯はいずれも!万]転糸切り

で二次調撃はなく、浅黄権色~樫色を呈するものが多い口 ⑥出土した土器は、廃棄された状況

で と られる。周囲を満と浅いピソトがめぐる。

SK73 土壌 ①OC56グリッド ②不整方形 @鍋底状 ④長さ0.80rn、幅0.65m • 0.28 

日1

( 4 )溝

溝は10条検出され、第盟!直下か第五I層地111上面で:確認された。

のが多く、ほとんどはそれよりも新しい。記述順序は以下の通りである。

しているも

さ ②傾斜方向
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(島断面形 ④ i二i面111記@底面111記a 深さ ①その

他特記事項

S007 溝(第 l図、第 5図)①38m

②NW→ SE ③鍋底状 ④ 0.60~ 1. 10m 

0.40~0.50m • 0.15~0.25m ⑤両端とも調

区外lこ伸びる。 S1 10、 SB09、 SD17、

SD69と重複する。 S1 10、 SB09よりも

しく SD17よりも古い口 SD69と

はノド11月。

S017 7窒(第 11盟、 9図)

で途切れている所も含めて約30m N→ S 

(吾O.20--0.30ms 0.10~O.20m ; 

O.05---0.08m ⑤81話、 8D07とtill:複。いずれよ

りも新しい。土師器杯 a 護の細片!Jj土。

S023 溝(第 1[6]、第 5関)① 4m

EA 

@ 

@PI 

第38図 S!74 

可 4~ 約交の結果

ま

②W 屯 ③鍋底状 ④0.15~0.30m 、 0. 1O ~0.20m、0.12m ⑤8I10の i二に掘られている o

8110の覆土中の火山灰を掘込んで=いる。

S047 溝(第 l図、第27図)① 9m ③鍋底状 0.20~ 0.30m 0.20 

~0.25m 0.10m ⑤8I37と重複し、それより新しい口

S050 溝 (第 1図、第33区1) ① 12m ②NE→ 8W ③鍋底~犬 0.20 --._， O. 40m • 

0. 1O ~0.20m 零 0. 1O ~0.13m ⑤81 "J:4と重複し、それよりも古い。

S051 ;蕎 (第 1図、第24図) ①7.3m ②N-c.8 ③鍋底 ~I犬 ④ 0.40~0.50m 0.30 

m 0.07~0.10m C!D81341昨夏し、それよりも新しい口

S052 ;膏 l図)

m 0.20m ⑤8K56と

S053 ;誇(第 ll~)

m 0.18m と

S069 溝(第 1図)

m 0.12m ⑤8D07と

S070 溝

0.30 m 

( ) 

立1 15 ---0.20 m O. 10 ~ O. 15 

し、それよりも新しい。

①8.0m (互)NE--"8W 鍋底状 ④O. 30 ~ 0.50 m O. 20 ~ 0.40 

し、それよりも新しい。

約14.0m 命W→ E ④ 0.30~0.50 m 0.20~ 0.30 

しているが新!日一羽係は不明口

日1 ④0.20~0.30m 0. 1O ~0.20m 
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上の111II遺跡

Gφ 
~(@ 

~，l-31.000 
@27 

第39図 S809 擁立柱建物跡
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第 4主主 調査の結果

され、その確認は
2. 

ヨヨE ~第型自 r.i掃でなさ

れた。東側と西側 くあり、 g582附(19(5)-;;') 
居器4豊喜-H官m

中央部は l基だけである。
4)'()-+-1.8陥(

一@FJ 寸断す

土中に火山灰が混入している

ものもある。 は以下

の通りである。

出j形

その{出 a

sr¥J01 設土遺構 ①LJ 

49グリッド

1.12 m 。ゐ65m 0.15 m 

、小ブロ

ック状lこ混入。 8IlOの上に

あり、本遺構が新しい。

SN02 焼土遺播 ①LJ 

46グリッド

m O.55m 0.1O，._0.15m 第40関 S857 掘立柱建物跡

火山灰が小ブロック状に混入。

SN03 

SN04 

火山灰混入。

SN13 

①LH47グ1)ッド ②不整縞円形 0.40m砂 0.10，._0.15m 

①LI43グリッド ②不整形 ③0.65m 0.35m O.lOm ⑤ 中lこ

①LI50グリッド 1.50 m 1.00 m マウンド~.犬 lこ

なっている。 ⑤8K14の上にあり新しい。

SN20 

SN21 

SN26 

SN40 

224) 

SN48 

①LI44グリッド

①LI44グリッド

①Iv1E47グリッド

した。

丘、)NA49グリッド

した。

①NJ53グリッド

③1.30m 0.45m 0. 1O ~0.20rn 

③2.10rn 0.80rn ゅ 0.05~0.10rn

円形 ③1.15rn 1.05rn e 0.15rn ④土師

立魁[IJtζ火山灰混入。

円形 1.40 rn 0.90 rn (221 ~ 

は平坦でかなり回い。

円形 ③1. 7 rn 0.90 rn ④土師器杯 (226 

，._，_229)が出土したりいずれもロクロ成形である。 1 J¥岳;ij二11こ火山灰や軽石混入 G
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上の111II遺跡

可

申

蜜

(
M
b

完
)

擁立柱建物跡8868 第41~

(230、 231)③0.8m e 0.05m 円形グリッド競土遺構SN49 

@周囲に土器片が散乱し(232~235) が出土した。警は 232以外ロクロ成形による。

ていた。焼土仁何乙火山灰混入。

④上0.30~0.35m ③3.30 m x L70m ①NG51グリッド焼土遺構SN61 

に火山灰混入。した。( 241) 査 (240)が出自不 (236~239)

底面lこ凹凸がある。

1.40m 0.05~0.07m ③1.80m ②不整楕円形①NF51グリッドSN62 

15市器杯1. 10m x 0.80 m • 0.20 m r
f
/
 

，〆rヤ
tBB'P
-pp 

τ
4
1
ノ円コ

raト
aa①NI52グリッドSN71 

さ17.0

8I67と溶融状態を呈する。

(250人鉄浮が社-1土した。(243、244)、ブノ[

の 111詰7.5cm、子L径2.2cmで、ある。一端は

~ 100 

jヨ餐の(242) 

C図、
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上の111狂ill跡、
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上の11JIIiJJJ!tJ);

場
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第 4主調査の結果

225 

226 22i 

222 

221 
226，.._.22号

第慰 燐ニと遺議出こと遺物
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上の111日巡跡

232 

235 

238 

230~235 
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し、

ると、あるいは小鍛j台が行われていたのかもしトがあり、フイゴ')]:J口

れない口

斗汁，
s
t
A
q
e
 

( 245，.__247)、

Jlラで、現存部の長さ1O.8cm、 111言1 加、!享さ 0.8cmである。

(248)、鉄製品 (249)が出土した。 249は断面形が長プゴ

4主 潟支の結果

244 

均一

I86

一
an-

nrι 

249 

底面 250 

nu 
p
h
u
 

q
/向

aw A
，
Q
U
 

A
品

E
A品
寸

q
L

っι
~
~
 

内
/
四
円
h
J
V

持
品
種
点
目
吋

nJιnソι

T
a
n
-
ι
 

守，
d

吋.，
F

N
N
 

m
ゐ
〈
k
u

SN 

くない。覆土中広火山灰混入。 lこピッ

NH54グリッド 円形 1. 00 m X 0.80 m o O. 12 m 師器
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上の山江沿効、

「
門
叫

広日以つr
一

256 

( 6 )そ

SX39 (第11図) MB44グリッ 1，，'Iこ位置し、 8118と重複しており、本造植が吉い。円

形と思われ、断面形は浅毘i形で、荏1.8mi奈さ18cmである。底はとli出で良く *Wiまっている。

片ながらj二師不

SX46 (第29図) ND51グリッド

詳細は不明で、ある。

している。

し、 8138と

SX65 l区1) MJ46グリッド し、

じり、マウンド状lこ盛り上がっているのみで、

108 

し、それよりも吉い。全体の

区外である。

にそ つ もない



γ必

::!，ft/tJj川似4
山

3 

，;iidlまの結采

第50箇 遺構外出こと摺離器

(?) 

コンテナで約20箱ほどである。時間的制約からほとん 匂

そ る。

250--255は土杯で、いずれも回転糸切り一一 はなく、内外国とも

る。 256、 257、 258、260は須J宮、器牽である。路上 262 でいず

れも胎土に砂粒を含み、浅黄樫色で したもので閥堤がみられ

風であるが、貼る口 の長さ8.8cm、幅6.2cm、厚さ 2.3cmで1ある。 262はー

の長さ 5.0cm、最大幅3.5cmで、ある。は見られない。断面形は円形である。

2節ー その他の

ら出土している。

、外i面 lζr~司 i詰 2~3 ミリ

で£る。 2 、、 2

とj央い。 内外出iと る。 3は内出lζ在日!司

1 ----3 ) 

る。内外面とも

きを有し、!寄宿はミリ

L
J三

もので、内外面とも る口

109 



上のIliII.iH跡

第 1表 8106出土土器観察表

第 2表 8110出土こと器観察表

第 3表 8116出こと土器観察表

第 4表 8118出土土器観察表

110 



必至をの結果

第 5表 SI19出土土器観察表

~6 表 S! 27出土土器観察表

第 7表 S i 29出土こと器観察表

第 8表 SI30出土土器観察表

第 9表 S i 32出土工務観察表

言語lO表 Sl33出土土器議察褒

41 
1
 

4
1
1
 



上の山IIi立跡

第11表 S 134出土土器観察表

第12表 S 135出土土器綬察表

第13表 S 137出土土器観祭表

112 



4 jと IDM笹tU) ir，~ 染

第14~笑 S 138出土土器観察表

第15表 S 143出土土器観察表
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上のi幻E遺跡

第16表 SI44出土土器銭察表
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選 i IJ、-*-主主 Iτ 1 SI44-19 

登録番号

36-192 

36-193 S 145-4 

S 145--2 36-194 

第18表 SK08出土土器観察表

第19表 SK24出土土器観察表

第20表 SK25出土土器観察表

第21表 SK42出土こた器援察表

114 



4工 調査の結果

第22表 SK59出土土器観察表

第23表 SK63出土土器観察表

第24表 SIく64出土土器観察表

第25表 SK66出土土器観察表

第26表 SN26出こたごた器観察表

第27表 SN40 出土土器観察表
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j二の山口遺跡

第28表 SN48出土土器観察表

祭器表 SN49出土土器観察表

第30~斐 SN61 出土土器観察表

第3i表 Si¥lii出土こた器観察表

第32表 SN72出土土器観察表

第33~受遺構外出土土器観察表
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第 4 調査の結栄

射性 j
 

円
門
口
円

、w
t
d
l

1984年 2月初日

22日 ーし
」
斗
小

1
6」 り し

づ同
J

土
1
4

一
なお年代植の算出には14(;0)半減却jとして Libbyの半減期5570年を能吊していま-9-0 また付記した

誤差は戸線計数{症の標準偏差 σにもとずいて持出した年数で、標準偏果 (one lこ相子jする年代で

コ試料の戸線三十数率と自然計数率の差が 2σ 以下のときは、 3σ に相当する年代を下限とする年代値

p )のみを表示してあります。また試料の、戸線計数値と混在の標準炭素についての計数率との

克が 2σlヨドのときには、l¥!To点、rnと表づ L、 O 14C巧を付記してあります心

言ヨ

Code No. 

Gak.11450. 

;t:t B. P.平代(1950i手よりの

Charcoal from Noshiro-shi. 1260土80

3UNY豆-SI18. A. D. 690 
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上の111II遺跡

第 5章まと め

本遺跡は131，000rrrと広大な範囲に渡っているが、 した地区は遺跡の南

りで、北側から南西側lこ向かつて緩やかに傾斜しているが といえる。南端では小谷が

入り込んで台地が分断された形になっている。

と追跡の広さからすればわずかな同誌を調査したにすぎないが、そ

の割りに遺構の検出数が多い口し寸どれも平安時代のもので、竪穴ft};:r:}跡20軒、ぉ;立柱建物跡 3

j索、土;境23墓、溝10条、焼土遺構15基などである。遺物の出土量も多く、コンテナで約30箱に

のぼったが遺構内出上の遺物も多く、遺構外のものは時間的制約からその一部をのせた

ない口

l 遺構の分布について

は調査区の西側と東側lこ集中する傾向が強く、 111央部付近では遺構の数が少ない。ま

たいずれの遺構も調査区外に延びているものも少なくない。昭和56年の範囲確認調査では、調

査区外の農道をはさんでそのすぐ北側の松林や南側の水田で、竪穴住居跡が確認されている

Lっ、 特に隣接した南と東の比較的平坦な場所に遺構が数多く る可能性が強

~ìO 

2 竪穴住居跡について

20軒の竪穴住居跡は、いずれも方形で、規模から見ると大きく 3分類される。① S 

110、18、30のように一辺が7.2m~9.1 mと規模の大きいもの ② 8I06、16、27、37、

43 、 44のように一辺が4.7m~6.0m と中規模のもの ③ 8I目、 33、弘、 35、45のように

一辺が2.7m-~3.8m と小規模のものとに分かれる。①の中で 8118 は 9. lO m と 1 番規模が大

きい o CJりの中で8133、34、35は3 している口

カマド(カマドと思われるものも をみてみると、 +.111出hi己Hこパラつきが見られ

るものの、規模の大小にかかわらず市壁の東か西に構築されている。

ると①各コーナーと壁の中間iζ計 8本の主柱穴のあるもの ぬ 81 

10のように肢のコーナー寄りに 2本、底上に 2本配置されるもの ③ 8118のように払コー

ナ-1ζ4本、壁間に 4本、床面に 4本の計12本配置されるものである。こ

模であるだけに土屋を支える柱穴数も多い口 ④ 柱穴はあるが全体の柱位置が不明のもの、

に分けられる。

他lζ柱穴のない竪穴住居跡も存在する。

大雑把にみてきたが、以上のように規模@ においては規格性はない様である。
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第 5章まとめ

3 火山灰について

検出された各遺構lこ混入している火山灰は、紛状でオリーブ黄色かそれに近い色を呈し、

森県や北海道の石狩~苫小牧地方lζ広く分布しているもので分析の結果、苫小牧火山灰で:ある

事が判明した口その噴出年代については11世紀から13世紀の間とされている。検出された竪穴

住居跡の半数以上のカマドの袖部ι火山灰が混入しており、カマド構築時lこ黄褐色粘質土や腐

植土(暗褐色~褐邑土)とともに構築材として使用されたものと考えられる口このことから半

数以上の竪穴住居跡は、苫小牧火山灰の降下後lこ構築されたものである事が判明した。 8106、

8I10、8144はカマド袖部の{也に覆土!二面にも混入している。いずれもわずかに小ブロック

状に混入しているだけである。 r地形。地質」の項で工藤英美氏が述べられているように、本

I~直属)中lζ火山ガラスが含まれており、二次堆積震としている。しかし、

のものが二次堆積か直接i卑下したものかは、土層断面や周囲の状況からは判断できな

かった。

竪穴住居跡の他lこも土壌や焼-1二遺品5の周辺や覆土から火山灰が検出された。いずれも小フ守口ッ

ク状か部分的に薄く堆積しているもので、 j留を成していない。

4 出土土器について

した土器lこは、土師器と須恵、器がある。

土締器の種類は、杯(内j去を含む)e 高台付杯 e 護 e 壷 e 鉢 a 鍋 a 耳血である。この中で杯

が圧倒的に多いが、護も比較的多い。

杯は以下の様lこ3分類される。

a類 ロクロ水挽き@回転糸切り@無調整@色調は内外とも淡黄櫨色~樺色を呈する口

b類 内面内黒処理@横と縦方向のへラミガキを施すが、他は a類と同じ特徴を有する。

C知 内面内黒処理@ヘラミガキ@付高台で、他は a類と同じ特徴を有する。

a類の中lこは虫斑を有するものもわずかながらある o (豆類)

、ロクロを使用しないで成形したもの(I類)と、口クロを使用して成形したもの (II

iこkJ.J1Jで、きる。更にその中で調整技法@器形。器体の大小から、細分吋能である。

a お 大Jf:; 長』誌のものである。口頚部が短かく、わずかに外反し、外面はし、ずれもへ

ラケズ 1)、内面に届IJ毛目を有するものもあり、胎土lこ砂粒を含む。

1 tJ!Jあり、砂底である。

しているものは

b類 1 a類と同じ器形@調整 e 色調@胎土を有する、小形のものである。

立 a知 大形@長腕のものである。 口頭部が短かく、わずかに「く」字状に外皮し、外面

の胴部!二半は口クロ成形痕を明瞭に有し、 ド部はヘラケズリを施し、内外面と

る口 JJ台-土は精選されている。
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上の山立遺跡

豆一 b類 II a 類と同じ器形@調整 e 色えr~ 0 胎土を有する、小形のものである口

壷は、粘土紐巻 i二げ成形で、底部は砂底である。

には、杯@護@音像 j慌があり、その中では警が多い口杯は少なく、全容の知れ

るものはない。

o、上の土器群の中で、 1--a類の中には、砂底のものがあるが、この上器は、

方と秋田県北部@米代JII流域lこ出土する事が近年、判明しており、その年代観については10世

紀半ば説とl計回己以降の 2説がある c また、土slji器杯は、
3 ) 

ともi呼ばれているもので、
(μ王4

その出現時期は10由紀後半以降とされている。また、 ト下良とする

師器小1m.台付血は出土していない。前記のように、半数以上の竪穴往居跡の地元~sから、 11 佐

紀~Bt世紀の間に昨下した苫小牧火山灰が検出された。

本遺跡出土士誌の時期については、県内の編年がま

IJJ心とし

されておら

される口

されたい。

きないが、 i二

註 l 前出の此掛沢豆

註 2 桜田隆 「底面 させる とその分布についてJr日

1982年

註 3 桑原滋郎氏の御教示による。

註 4 2 日本古代j 1979年

註 5 桑原滋郎 ついてJr東北考古学の諸問題j 1976年
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図版 7 SI制廃穴住居続出土遺物
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